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校種 小学校 中学校 義務教育学校 特別支援学校

校数 40 18 1 1

％ 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

校種 小学校 中学校 義務教育学校 特別支援学校

校数 39 18 1 0

％ 97.5% 100.0% 100.0% 0.0%

教科等 国語 社会 算数・数学 生活 理科 音楽 図工・美術 家庭・技術 体育・保体 英語・外国語 総合

校数 6 16 5 27 1 6 3 12 8 2 31

教科等 道徳 学活 児童・生徒会 クラブ活動 学校行事 部活動 読み聞かせ 図書関係 環境整備 安全確保 地域貢献活動

校数 2 4 1 5 7 0 17 4 4 7 3

教科等 地域行事 その他

校数 1 2

その他

教科等 国語 社会 算数・数学 生活 理科 音楽 図工・美術 家庭・技術 体育・保体 英語・外国語 総合

校数 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 11

教科等 道徳 学活 児童・生徒会 クラブ活動 学校行事 部活動 読み聞かせ 図書関係 環境整備 安全確保 地域貢献活動

校数 0 1 2 0 5 1 0 0 2 5 5

教科等 地域行事 その他

校数 4 3

校種 小学校 中学校 義務教育学校 特別支援学校

校数 34 15 1 1

％ 85.0% 83.3% 100.0% 100.0%

教科等 国語 社会 算数・数学 生活 理科 音楽 図工・美術 家庭・技術 体育・保体 英語・外国語 総合

校数 2 4 4 11 0 2 3 12 1 0 11

教科等 道徳 学活 児童・生徒会 クラブ活動 学校行事 部活動 読み聞かせ 図書関係 環境整備 安全確保 地域貢献活動

校数 2 0 3 2 5 1 3 1 1 3 5

教科等 地域行事 その他

校数 3 5

②支援を受けた教科・活動、取り組んだ活動等

（２）地域本部（学習センター）のコーディネートによる学校支援活動、地域学校協働活動

①実施した学校数等

Ⅰ　学校の事業実施状況等

１，事業実施状況

①実施した学校数等

※　学校関係者評価アンケートより　（全小・中・義務教育・特別支援学校対象、回収率：１００％）

（１）学校のコーディネートによる学校支援活動、地域学校協働活動（学校で対応した活動）

〇　学校支援活動、地域学校協働活動を実施した学校数等

その他
地区文化祭等へ作品を展示等、小・中連携・地域の方との交流

不登校や集団生活に不安がある児童への支援、児童の見守りと対話

その他

子ども食堂の協力で、芋煮を通じて休日に部活動等で活動している生徒と地域の方のふれあい

信陵学習センター切り絵クラブの方による、サポートルームの生徒を対象とした活動

サポートルームの支援、朝の登校指導

②支援を受けた教科・活動、取り組んだ活動等

〈小学校・義務教育学校の教科等〉

〈中学校・特別支援学校の教科等〉

〈小学校・義務教育学校の教科等〉

学生ボランティアによる児童の見守り、観察、対話、交流
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教科等 国語 社会 算数・数学 生活 理科 音楽 図工・美術 家庭・技術 体育・保体 英語・外国語 総合

校数 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 7

教科等 道徳 学活 児童・生徒会 クラブ活動 学校行事 部活動 読み聞かせ 図書関係 環境整備 安全確保 地域貢献活動

校数 0 0 0 0 1 3 1 0 0 0 7

教科等 地域行事 その他

校数 6 3

その他

（＋）４～１（ー）　 （＋）４～１（ー）　

4 3 2 1 4 3 2 1

校数 37 4 0 0 校数 15 4 0 0

％ 90.2% 9.8% 0.0% 0.0% ％ 78.9% 21.1% 0.0% 0.0%

（＋）４～１（ー）　 （＋）４～１（ー）　

4 3 2 1 4 3 2 1

校数 35 6 0 0 校数 13 6 0 0

％ 85.4% 14.6% 0.0% 0.0% ％ 68.4% 31.6% 0.0% 0.0%

（＋）４～１（ー）　 （＋）４～１（ー）　

4 3 2 1 4 3 2 1

校数 17 23 1 0 校数 8 11 0 0

％ 41.5% 56.1% 2.4% 0.0% ％ 42.1% 57.9% 0.0% 0.0%

（＋）４～１（ー）　 （＋）４～１（ー）　

4 3 2 1 4 3 2 1

校数 19 22 0 0 校数 8 11 0 0

％ 46.3% 53.7% 0.0% 0.0% ％ 42.1% 57.9% 0.0% 0.0%

（＋）４～１（ー）　 （＋）４～１（ー）　

4 3 2 1 4 3 2 1

校数 28 12 1 0 校数 5 9 5 0

％ 68.3% 29.3% 2.4% 0.0% ％ 26.3% 47.4% 26.3% 0.0%

（＋）４～１（ー）　 （＋）４～１（ー）　

4 3 2 1 4 3 2 1

校数 31 10 0 0 校数 10 9 0 0

％ 75.6% 24.4% 0.0% 0.0% ％ 52.6% 47.4% 0.0% 0.0%

　　「本事業を活用することで授業や活動の内容が充実しましたか。」

　　「教職員に地域の教育力を活用することへの意識が高まりましたか。」

　　「本事業の活用によって教職員の負担軽減が図られましたか。」

　　「教職員に対し本事業の趣旨、内容、方法が周知されましたか。」

〈小学校・義務教育学校〉

（６）支援内容
　　「支援の内容は学校が希望したものに合っていましたか。」

学習センターに生徒の美術作品を展示、地区文化祭に吹奏楽部と合唱部が参加、2年生の職場体験活動

〈小学校・義務教育学校〉

〈小学校・義務教育学校〉 〈中学校・特別支援学校〉

２，事業実施の成果等　

（１）事業の有効性

（２）児童生徒の変容

〈中学校・特別支援学校〉

〈小学校・義務教育学校〉 〈中学校・特別支援学校〉

〈小学校・義務教育学校〉 〈中学校・特別支援学校〉

　　「地域人材の活用によって児童・生徒に学習意欲の向上が見られましたか。」

（５）負担軽減

（３）教職員への周知

（４）教職員の意識

〈中学校・特別支援学校〉

〈中学校・特別支援学校の教科等〉

〈小学校・義務教育学校〉 〈中学校・特別支援学校〉
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（＋）４～１（ー）　 （＋）４～１（ー）　

4 3 2 1 4 3 2 1

校数 27 13 1 0 校数 11 7 1 0

％ 65.9% 31.7% 2.4% 0.0% ％ 57.9% 36.8% 5.3% 0.0%

性別 男性 女性 年代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代
人数 15 45 人数 0 1 3 16 28 12
％ 25.0% 75.0% ％ 0.0% 1.6% 5.0% 26.7% 46.7% 20.0%

教科等 国語 社会 算数・数学 生活 理科 音楽 図工・美術 家庭・技術 体育・保体 英語・外国語 総合

校数 1 4 1 4 0 1 0 26 1 0 8

教科等 道徳 学活 児童・生徒会 クラブ活動 学校行事 部活動 読み聞かせ 図書関係 環境整備 安全確保 地域貢献活動

校数 1 0 2 0 13 0 2 0 2 5 1

教科等 地域行事 その他

校数 7 19

その他

はい 概ね あまり まったく
人数 36 21 1 1
％ 61.0% 35.6% 1.7% 1.7%

はい 概ね あまり まったく
人数 41 19 0 0
％ 68.3% 31.7% 0.0% 0.0%

はい 概ね あまり まったく
人数 50 8 2 0
％ 83.4% 13.3% 3.3% 0.0%

はい 概ね あまり まったく
人数 40 15 5 0
％ 66.7% 25.0% 8.3% 0.0%

はい 概ね あまり まったく
人数 23 26 6 1
％ 41.1% 46.4% 10.7% 1.8%

はい 概ね あまり まったく
人数 48 11 1 0
％ 80.0% 18.3% 1.7% 0.0%

（７）地域との連携

２，事業評価

（２）自己有用感

（４）学校教育への理解

（５）地域の教育力

小学校と学習センター共催での「だんごさし」、昔遊び・昔の生活道具説明、ニュースポーツ、切り絵、つる
し雛作り、野菜の栽培についての指導・支援、保護者会の際に保護者の方と一緒に帰るお子さんたちの
世話（読み聞かせ等）、特別支援学級での学習ボランティア、フラダンス体験指導、小学校で４月の登校時
に昇降口で新入生のお迎えと手伝い、裏千家茶道体験、三世代交流活動、ごみ拾い活動の引率、西こど
もクラブ、吾妻学習センター「スノーラビット」

　　「学校支援ボランティアの活動にあなたの知識・経験が生かされましたか。」

Ⅱ　学校支援ボランティアの支援・活動状況、事業評価
　　　※　学校支援ボランティアアンケートより（７０名抽出、回収率：８４．２％）

（３）学校に対するイメージ

　　「学校教育活動や地域行事について地域との連携、信頼関係が築かれていましたか。」

　　「これからも学校支援ボランティアの活動を続けたいですか。」

　　「学校支援ボランティアの活動内容は子どもたちのためになっていると感じましたか。」

　　「学校支援ボランティアの活動を通し児童生徒とふれあい、学校に対しての親しみを感じましたか。」

　　「学校支援ボランティアの活動を通し、授業内容や子どもたちの学ぶ様子などがわかりましたか。」

１，支援を行った教科、学習活動等

（１）充実感

（６）ボランティアに対する意欲

　　「地域の方々はいろいろな場面で子どもたちに対して積極的に関わっていると思われますか。」

〈小学校・義務教育学校〉 〈中学校・特別支援学校〉
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はい 概ね あまり まったく
人数 32 16 10 1
％ 54.2% 27.1% 17.0% 1.7%

〇　米作りや書きぞめ教室、など、地域の人材を有効に活用することができた。

〇　学校支援ボランティア活動で学校や子どもたちの様子を知ることが出来るので、これからも継続したいと思い
ます。

〇　わが子が小学校に行っている間PTA活動や育成部の活動で学校や子どもたちと関わる事はありましたが、教
室で直接授業に関わる事は初めての事だったのでとても心配でした。しかし、やってみると元気で素敵な子どもた
ちが心配をふきとばしてくれました。私の経験した事を伝え、説明に沿って作品が仕上がっていきました。自分も
少しは役にたったかなという喜びと、今の小学生（孫は違う）に関われたという貴重な体験でした。

〇　児童作品を学習センターに展示するなど、連携・交流の輪を広げることができた。

〇　合奏部が地区文化祭に参加し演奏を披露し、児童のよい経験となった。

　　「事前の打ち合わせ等は、行われましたか。」

〇　吹奏楽部、美術部、家庭部が地域のボランティアとして活動できた。地区文化祭では、文芸部の司会や音楽部
の演奏、スタンプラリーのスタンプ作りなど中学生に活躍の場を与えていただいた。

〇　地域の方々と共に体験することに意義があると考えている。児童にとって地域の方々との体験は非常に有用
であるし、学年が大きくなるにつれて、同じ体験でも観る視点も変化してくる。

〇　家庭科については２つの学校で活動しました。各学校の生徒たちの礼儀や雰囲気の違いが感じられて、それぞ
れに対応し、楽しく支援できました。また、サポートルームについては３年目となり、１年生から関わっている子ども
が3年生になって、少しずつ自立し落ち着きが見られ成長を感じています。子どもから「サポートルームがあって良
かった」と学校への通学の楽しみと必要性を感じてくれる感想がありました。

〇　学校支援ボランティアから、児童にとって役立つ存在であることへの有用感とともに、「児童とふれ合うことで
活力をもらえた」というお話をいただいた。児童・教職員ともに、地域人材から多くのことを学ぶことができた。

〇　学校支援ボランティアは、地域が学校とのつながりや理解を深めると共に子どもたちが地域とふれあい、理解
をする上で有効的な機会と感じています。子どもたちの興味も配慮して企画する学習センターにも敬意を表しま
す。

〇　今年度は出身小学校へ出向いてのあいさつ運動を４回に増やして行うことができた。

〇　地域人材の活用を進めるために、学校のニーズに応じた人材を紹介していただけることはありがたい。地域人
材が有効に活用され、生徒の学習の充実が図られている。ボランティアを活用した授業では、生徒の関心も高く、
充実した学習を行うことができた。

Ⅲ　事業の成果・課題等　　※　事業期末面談報告より

〇　先生方が事業について理解しており、全学年で学習ボランティアの支援を受けた。また、学校から直接依頼し、
外部講師や地域の方々にたくさんの協力をいただいている。あいさつ運動、地区文化祭、育成会への協力等を通
して、地域の方との交流の大切さ・必要性が教職員にも広まってきている。

〇　本事業を地域の学校として、子どもの元気な姿を地域に発信する活動のひとつとして重視している。ボラン
ティアの方は地域の方に活動したことを話したり、地区文化祭で活動の写真を展示したりしている。多くの人に、
支援学校のこと、児童・生徒のことを知ってもらうきっかけとなっている。

〇　ボランティア活動反省会を開催している。ボランティアの方々の満足度・充実感、自己有用感も感じられた。

（７）　運営方法

３，活動の感想や今後に向けての意見等

〇　事前の連絡（授業の内容など）をいただいていたので活動のイメージがしやすく良かったです。先生のご苦労
も垣間見る事ができ、理解が深まりました。

〇　初めてボランティア活動に参加しました。子どもたちの会話だったり、作品作りに対しての取り組みなど子ども
たちの様子が分かりとても楽しい時間でした。子どもから声をかけられて、「きれいに出来たので嬉しかったで
す。」と言われた時、こちらの方が良かったと思いました。
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〇　１～９学年の幅広いニーズに地域人材を繋いでいただき、多くの方に支援をいただいた。特に、地域との関り
から学ぶ総合的な学習の時間「まつかわ学」において、多くの人材を活用できたことで、教育効果が高まったと感
じている。

〇　学校・地域の実態を踏まえた、学校への支援体制が地域支援者の協力のもと出来上がっており、たいへん助
かっている。見守り隊、防災ボランティア等、地域の方々の協力を得ている。

〇　学習センターの担当者と本校の担当教員との連携が図られていたと感じる。学習センターの担当者が、適時学
校と関わりをもって、学校の要望に迅速に対応していただいたことで、効果的に教育活動を進めることができた。

〇　学習センターには、学校の困り感を気軽に相談することができ、助けてもらっている。

〇　全ての小・中・義務教育・特別支援学校で、学校のコーディネート（対応）、または地域本部（学習センター）の

コーディネートによる地域学校協働活動が実施され、活動実績報告件数も昨年度の５７１件から、今年度は６１６件

に増加した。（＋４５件）

　　本事業の定着が図られ、学校支援ボランティアによる支援内容、地域活動への参加の広がりが見られており、学

校の求めや地域の特性、地域人材に応じた学校支援活動・地域学校協働活動が推進されていると考えられる。

〇　今年度は日程の関係で地区文化祭などの手伝いは叶わなかったが、子どもたちが楽しみにしていたので、今
後も地域貢献活動として生徒の活用をお願いしたい。

〇　児童が学習センターへ出向き、地域の方に歌やダンスを披露する活動を行うなど、充実した取り組みが行われ
た。

〇　今後も地域の文化祭への参加・協力や施設訪問等で、生徒が地域に貢献する活動において連携していきたい。

〇　学習センターで募集した夏休みの学習ボランティアに生徒が参加したり、地区文化祭に、美術部(作品)と合唱
部が参加したりと、積極的に地域に関わることができた。

〇　入学式の翌日から入っていただいた小学校１年生への支援ボランティアは大変助かった。担任は教室での児童
対応に専念することができた。

〇　学校アンケートから、この事業が各学校での授業や学習活動の充実に結び付いていることが確認できる。特

に、児童・生徒による地区文化祭等への参加、協力や地区でのあいさつ運動への取り組みなど、地域との連携を

図った事例が報告されていること、また児童・生徒の作品等を各学習センターへ計画的に展示し、地区の方々へ子

どもたちの様子を理解してもらう取り組みが報告されている事が今年度の特徴である。

〇　野田地区は、ふるさとへの思い、学校への思いが大変高く、地域を学ぶ学習を行う際には、とても人材豊かで
ある。この方々の思いを聞く機会をとおして、子どもたちが野田地区への誇り、愛着を抱くことに結び付いている
と感じる。

　〇　学校支援ボランティアのアンケートから、ボランティア活動に対し大変意欲的であること、活動をとおして学

校や子どもたちを理解出来たこと、ボランティアへの意欲が高まっていることが言える。学校支援ボランティア活

用のねらい（学校の求め）を明確にし、それを事前の打ち合わせで等でボランティアに伝えることで、より充実した

学習活動が展開されるようになるとともに、ボランティアの自己有用感を高めることにも結び付くものと考えられ

る。

　　　また、各学校での対応と共に地域本部（学習センター）としてもコーディネートやサポートをきめ細かに行うこ

と、「学校支援ボランティア説明会・研修会」の開催、活動状況の視察や情報交換等により、効果的な学校支援活

動、地域学校協働活動につなげていきたい。

Ⅳ　考　察
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実人数 延べ人数

1 福島第一小学校
５月20日

～２月17日
（月１回１学年）

3 27

2 福島第一小学校
5月29日
7月1日

1 1

3 福島第一小学校
６月11日
9月25日
11月13日

5 5

4 福島第一小学校

6月23日
7月8日

8月26日
11月27日

9 9

5 福島第一小学校 11月10日 1 1

6 福島第二小学校 4月8日 5 5

7 福島第二小学校 ７月～３月 11 35

8 福島第二小学校 ７月～３月 8 42

9 福島第二小学校 7月2日 6 6

10 福島第二小学校
９月１６日
９月１９日

6 6

令和７年度 地域学校協働本部事業実施報告書（兼）事業評価
№１    中央学習センター

対象校 福島第一小学校・福島第二小学校・福島第三小学校・福島第四小学校・福島第二中学校・福島第四中学校

5・６年　音楽科
５年22名10:30～11:15　６年１5名１１：
２５～１２：１０
箏の演奏を聴いたり箏の歴史の話を聞い
たりした後で実際に演奏する体験をする。

１  学校でコーディネート（対応）し、実施した学校支援活動・地域学校協働活動

NO 学校名 実施月日 実施内容（学年・学級数・支援内容等）
ボランティア

成果・課題等

１，２学年・２学級。第二地区青少年健全育
成推進会の皆さんと保護者ボランティア
の皆さんに来ていただき、児童と一緒に
花苗の定植活動を行った。

児童と一緒に花苗を植えていただい
た。その後、花苗を植えたプランター
を学区の公共施設に届け、地域の環
境美化を推進することができた。

１年　国語科　１6名　14:00～14:45
２年　国語科　12名　14:00～14:45
３年　国語科　１5名　14:00～14:45
きびたきお話の会による読み聞かせをし
てもらう。

児童の発達段階に応じて、絵本など
の読み聞かせをしていただいた。

３年　総合的な学習の時間　１１名　10:30
～11:15
小鳥の森レンジャーの方にビオトープやビ
オトープでの活動について話をしていた
だき、学校ビオトープで一緒に実践活動に
取り組む。

専門的な立場の方からの話を聞くこ
とで、これまでの活動を振り返り、新
たな探究意欲を高めるきっかけと
なった。

６年　総合的な学習の時間　15名
6月11日：帝国データバンク、9月25日：
英会話教室、11月13日：日本金融教育支
援機構、それぞれの担当者に来校いただ
き、仕事の魅力についての話を聞く。

様々な分野で働いている方から仕事
や取り組んでいることについて話を
聞き、働くことの魅力について考え
ることができた。

6年　社会科　15名
6月23日：市広報広聴課、7月8日：市議
会議員、8月26日：囲碁連盟、11月27日：
茶道協会の方々に来校いただき、学習内
容について専門的な話を聞いたり体験を
したりした。

学習内容について実際に体験したり
具体的な話を聞いたりすることで、
公民や歴史をみ時間に感じることが
でき、社会科への興味や関心が高
まった。

演奏を聴いたり箏について知ったり
するだけでなく、２人で１台の箏を
使って演奏体験を十分にすることが
できた。

１～６学年・１２学級。子どもの安全確保協
議及び、第二地区青少年健全育成推進会
の皆さんに交通教室においでいただき、
危険箇所についての講話や通学路の歩き
方について確認した。

通学路における危険個所の把握や交
差点での横断の仕方、歩道の歩き方
を具体的に教えていただき、児童の
安全への意識が高まった。

学校図書ボランティアの皆さんによる学
校図書環境の整備。

季節にあった掲示物の作成や掲示、
図書の展示、配架作業を行っていた
だき、児童にとって親しみやすい図
書館経営をすることができた。

１～３学年・３学級。学校図書ボランティア
の皆さんによる月２回程度の読み聞かせ。

短い話を中心に読み聞かせを行って
いただき、たくさんの本に親しむこ
とができた。

１、３学年・２学級。市立図書館読み聞かせ
ボランティアの皆さんに来ていただき、読
み聞かせをしていただいた。

国語の教科書で扱われている教材の
読み聞かせをしていただいた。
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11 福島第二小学校
６月２５日
11月13日

18 18

12 福島第三小学校 6月～7月 3 4

13 福島第三小学校
7月14日
11月25日

4 7

14 福島第三小学校 6月～3月 3 13

15 福島第三小学校
7月2日

11月19日
2 4

16 福島第三小学校 5月～10月 23 43

17 福島第三小学校
10月9日

～
2月3日

1 10

18 福島第三小学校
7月14日

～
２月３日

2 2

19 福島第三小学校
5月9日
6月19日

10月22日
2 6

20 福島第四小学校
５月２８・３０日

6月３・５日
６月９・１１日

1 6

21 福島第四小学校 6月4日 2 2

22 福島第四小学校 6月5日 1 1

23 福島第四小学校
６月６日
６月１８日
７月１６日

1 4

24 福島第四小学校 6月11日 3 6

第3学年　2学級
福島大学平中宏典先生と、ゼミの学生さ
んに協力いただき、シャボン玉作りの活動
に取り組んだ。

子どもたちの活動（シャボン玉作り）
の具体的なアドバイスをいただけた。

第4学年　1学級
五十辺太鼓保存会の皆さんから、五十辺
集会所や学校において太鼓の指導をいた
だいた。

１、２学年・２学級。学級の保護者の皆さん
による学区の公園見学、町たんけん時の
安全見守り活動をしていただいた。

児童と一緒に行動していただき、安
全面での目配り気配りをしていただ
き、交差点の横断や公園遊び等で安
全に活動できた。

第１学年　２学級
JAふくしま未来の方に花の育て方を教え
ていただいた。

栽培の途中で出てくる困り感に対処
していただき助かった。

第１・２学年・２学級・学級活動「ほうしゃせ
んからみをまもろう」
環境創造プラザ出前授業

低学年の実態に合った視覚教材を通
して、放射線についての理解を深め
ることができた。

第３学年・１学級・音楽科「リコーダーに親
しもう」
リコーダー奏者によるリコーダー演奏の仕
方についての説明

五十辺太鼓保存会の方の思いに触
れ、その後の探究意欲が高まった。

第4学年　1学級
福島県障がい者スポーツ協会の増子恵美
さんとボッチャ愛好会の根本広美さんに
来ていただき、ボッチャについて教えてい
ただいた。

ボッチャのコツやパラスポーツへの
思いについて教えていただくことが
できた。

第5学年　2学級
曳地清明さん（柚子農家）に来ていただい
たり、畑に伺い、作業をさせていただいた
りした。

柚子農家の曳地さんに繰り返し関
わっていただき学習を深めることが
できた。また、地域の方々に収穫作
業を協力していただき、安全に活動
することができた。

第6学年　2学級
南福島の惣菜店「かぼちゃのたね」経営
者、阿曽征治さんに、減塩献立についての
助言をいただき、商品化に協力いただい
た。

減塩への思いやメニューへの感想を
いただき、子どもたちのあこがれで
あり、超えるべき壁として存在してい
ただき、子どもたちが本気になった。

第6学年　2学級
健康づくり推進課の方に、適しおレシピの
採用や、減塩の必要性についての講話で
お世話になった。

減塩の必要性を話していただいたこ
とで、ねらいが明確になった。レシピ
化されたことで達成感を感じられ
た。

特別支援学級　3学級
JAふくしま未来の方に来ていただき、野
菜の育て方や豆腐作りについて指導して
いただいた。

本やネット情報だけではわからない
ことを、実際にタイムリーに教えてい
ただき、子どもたちの興味関心が高
まった。

全学年・６学級・書写「たなばた展」作品出
品のための書写指導（丹治英郎様）

一人ひとり個別に指導いただき、技
能の習得と意欲の向上、また、教職
員の指導力の向上を図ることができ
た。

音の出し方を楽しく学びながら、演
奏技能の向上意欲を高めることがで
きた。

第１・２・４・６学年・４学級・学級活動「むし
歯予防教室」
きらり生協による「歯の大切さ」について
の指導

歯の大切さを自分事として考えるこ
とができた。

第２学年・１学級・生活科「どきどきわくわ
く町たんけん」
学区にある商店にて働く人々との交流

地域にある場所を見学し、働く人や
仕事についての理解を深めることが
できた。
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25 福島第四小学校 6月20日 1 1

26 福島第四小学校 6月23日 1 1

27 福島第四小学校 7月10日 1 1

28 福島第四小学校 9月3日 1 1

29 福島第四小学校 9月5日 1 1

30 福島第四小学校 9月9日 3 3

31 福島第四小学校 9月11日 2 2

32 福島第四小学校 9月25日 2 2

33 福島第四小学校 10月21日 1 1

34 福島第四小学校 10月30日 1 1

35 福島第四小学校 10月30日 5 5

36 福島第四小学校 11月7日 1 1

37 福島第四小学校 11月14日 1 1

38 福島第四小学校 11月21日 1 1

第５学年・１学級・学級活動「バランスのよ
い食事について考えよう」栄養教諭による
食育指導

食の大切さを自分事として考えるこ
とができた。

第６学年・１学級・社会科「租税教室」
税金についての説明

税金についての詳しい説明を聞いた
り、DVDを視聴したりすることで、
税についての理解を深めることがで
きた。

第３学年・１学級・社会科「農家の仕事」
果樹農家の見学

実際にリンゴを栽培している農家を
訪ねることにより、その工夫や努力、
想いや願いを知ることができた。

第1学年・1学級・音楽科「どれみとなかよ
くなろう」
鍵盤ハーモニカ講習会

鍵盤ハーモニカの音の出し方を楽し
く学びながら、演奏したいという意
欲を高めることができた。

１～４学年・４学級・体育科「ボールゲーム」
サッカー教室（福島ユナイテッドFC）

サッカーの基本となる運動技能の反
復練習に取り組み、ゲームの楽しさ
を味わうことができた。

あおば学級・１学級・学級活動「バランスよ
く食べよう」
栄養教諭による食育指導

食の大切さを自分事として考えるこ
とができた。

あおば学級・１学級・総合的な学習の時間
「やるぞ、梅校観察隊」
福島高校にて、福高と四小とのつながり
についての説明

福島高校と四小の校章のモチーフと
して使われている梅の花についての
理解を深めることができた。

第５学年・１学級・総合的な学習の時間「つ
くります！あなたの安全守り隊」
防災出前授業

具体的な説明を聞きながら、身近な
防災について理解を深めることがで
きた。

第２学年・あおば学級・２学級・生活科
「もっとなかよし町たんけん」
郵便局で働く人々との交流

郵便局で働く人たちの思いや願いに
ついての理解を深めることができ
た。

第２学年・１学級・学級活動「バランスよく
食べよう」
栄養教諭による食育指導

食の大切さを自分事として考えるこ
とができた。

第３学年・１学級・社会「店ではたらく人」
スーパーマーケット見学

スーパーマーケットで働く人たちの
工夫や努力、思いや願いを知ること
ができた。

第２学年・１学級・生活科「もっとなかよし
町たんけん」
テレビ局で働く人々との交流

テレビ局で働く人たちの思いや願い
についての理解を深めることができ
た。

第６学年・１学級・家庭科「一食分の献立を
考えよう」
栄養教諭による食育指導

栄養のバランスを考えながら、一食
分の献立を作成することができた。

全学年・６学級・学級活動「メディアとの関
わり方」
出前講座

メディアとの関わりについて理解を
深めることができた。
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39 福島第四小学校 11月25日 5 5

40 福島第四小学校 12月5日 1 2

41 福島第四小学校 12月5日 2 2

42 福島第四小学校
12月９日
12月１１日
12月１８日

1 3

43 福島第四小学校 12月12日 3 3

44 福島第四小学校 1月9日 1 1

45 福島第四小学校 1月15日 1 1

46 福島第四小学校 1月16日 1 1

47 福島第四小学校 1月21日 1 1

48 福島第四小学校 1月30日 1 1

49 福島第四小学校 通年 5 75

50 福島第二中学校
６月２３日～

２７日
39 178

51 福島第二中学校 ９月１日 2 2

52 福島第二中学校 １１月２６日 1 1

第４・５・６学年・３学級・創作クラブ
リンペイによる出前講座

木製の鉛筆立てにカラフルな装飾を
施すことができた。

第３・４学年・２学級・学級活動「おやつのと
り方を工夫しよう」
栄養教諭による食育指導

食の大切さを自分事として考えるこ
とができた。

全学年・６学級・書写「書きぞめ展」作品出
品のための書写指導（丹治英郎様）

一人ひとり個別に指導いただき、技
能の習得と意欲の向上、また、教職
員の指導力の向上を図ることができ
た。

全学年・６学級・体育科「身体表現」
文化芸術鑑賞・体験推進事業（田村圭様）

音楽に自分の気持ちを乗せて、自由
に身体表現をする楽しさを味わうこ
とができた。

第５学年・１学級・総合的な学習の時間「つ
くります！あなたの安全守り隊」
ユネスコ出前授業

具体的な説明を聞きながら、自分た
ちに出来るボランティアについて考
えを深めることができた。

第３学年・１学級・社会「事故や事件からく
らしを守る」
福島県警察本部見学

警察で働く人たちの工夫や努力、思
いや願いを知ることができた。

第１学年・１学級・学級活動「好き嫌いしな
いでなんでも食べよう」
栄養教諭による食育指導

食の大切さを自分事として考えるこ
とができた。

第５学年・１学級・社会「情報産業とわたし
たちのくらし」
FTV見学

テレビ局で働く人たちの工夫や努
力、思いや願いを知ることができた。

第４学年・１学級・総合的な学習の時間「名
人ってどんな人？」信夫山名人になるまで
のお話をしていただく。（浦部　博様）

浦部さんの思いや考えを聞いたり、
疑問に思ったことを質問したりする
により、名人と呼ばれる人への理解
を深めることができた。

第6学年・1学級・体育科「薬物乱用の害と
健康」
薬物乱用防止教室

薬物乱用によって心身の健康にどの
ような害が及ぶのか、自分事として
考えることができた。

全学年・６学級・読書タイム「本に親しもう」
PTA図書ボランティア５名・低・中・高学年
ごとに年間５回

昔話や英語の本など、様々な本に親
しむことができた。

１学年　58名参加
手話出前講座

手話について学ぶとともに、難聴者
について学ぶ機会となった。

２学年　　23事業所　44名参加
職場体験学習

最大で５日間の体験活動を行った。
充実した体験ができ、勤労について
学ぶ良い機会であった。

１学年　生徒53名参加
放射線講座

いちかわクリニックの先生による講
座であった。放射線について基本的
な知識を得ることができた。
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53 福島第二中学校 １月２６日 1 1

54 福島第四中学校 12月15日 6 6

55 福島第四中学校 2月25日 6 6

56 福島第四中学校 3月5日 6 0

実人数 延べ人数

1 福島第一小学校 6月19日 1 1

2 福島第一小学校 7月11日 1 1

3 福島第二小学校 2月5日 1 1

4 福島第二小学校
2月２、６、９、
１０、１２、１３

日
3 7

5 福島第三小学校 9月19日 2 2

6 福島第三小学校 9月26日 3 3

7 福島第三小学校 10月27日 1 1

8 福島第三小学校 12月10日 3 3

9 福島第三小学校 12月12日 3 3

10 福島第三小学校 12月18日 2 2

小中連携朝のあいさつ運動（四小）

今年度より、校長が企画して実施し
た。はじまったばかりだが、この活動
をもとに地域学校協働活動を活性化
していきたい。

職業人に話を聞く会

地域の職業人に学ぶという趣旨で、
イラストレーターの仕事について学
ぶとともに、働くために必要なこと
について考えを深めることができ
た。

小中連携朝のあいさつ運動（御山小）

計画を立てたが、年度途中からの計
画であったため、他の行事と重なる
ことが多かった。年度当初から計画
的に実施する必要がある。

小中連携朝のあいさつ運動（森合小）

計画を立てたが、年度途中からの計
画であったため、他の行事と重なり、
実施に至らなかった。年度当初から
計画的に実施する必要がある。

１～３学年・３学級。算数科の学習におい
て、児童への個別対応等を行っていただ
いた。

個別対応等をしていただいたおかげ
で、児童は学習の理解が進む様子が
見られた。

２  地域本部（学習センター）のコーディネートにより、実施した学校支援活動・地域学校協働活動

NO 学校名 実施月日 実施内容（学年・学級数・支援内容等）
ボランティア

成果・課題等

2年　生活科　15名　　10:25～11:10
野菜の苗の育て方を指導してもらう。

児童の育てている野菜ごとに合わせ
た内容で、育て方のポイントについて
教えていただいた。

2年　生活科　15名　　9:25～11:10
野菜の収穫体験をする。

ジャガイモなどの実のでき方につい
て教えていただいたり、実際に数種
類の野菜の収穫を体験させていただ
いたりした。

６学年・１学級・道徳科（生命尊重）の学習
におけるゲストティーチャーによる授業を
行っていただいた。

ご自身の体験をもとに命の大切さに
ついて説いていただいた。児童は自
身の命の大切さについて真剣に考え
ることができた。

2年生・2学級
算数科の習熟の時間における採点と個別
指導

普段、十分時間をかけて見てあげる
ことのできない下位児童にも、個別
指導をしていただくことができ、大
変よかった。

2年生・2学級
算数科の習熟の時間における採点と個別
指導

　同上

6年生・2学級
岡部経子様による道徳の特別授業

ご自身の体験を基に授業を展開さ
れ、生命についての話が心に響く学
びとなった。

2年生・2学級
生活科のサツマイモ調理補助

作業がスムーズに進み、時間内に終
了することができた。

一人一人のつまずきに対応すること
ができ、大変よかった。

クラブ活動・4，5，6年生17名
ボードゲームクラブでの囲碁の指導

児童が分かりやすく楽しめるよう、
ルールを簡単にしていただいたり、
掲示用のセットをお持ちいただいた
ため、初めての子も楽しむことがで
きた。

2年生・2学級
算数科の学習支援(2学期のまとめ)
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11 福島第三小学校
1月9日、

14日、16日、
23日、28日

3 15

12 福島第四小学校
10月１０日～
１１月１０日

12 12

13 福島第四小学校
９月2７日～

2８日
18 18

14 福島第四小学校 1月23日 1 1

15 福島第四小学校 1月30日 4 4

16 福島第四小学校 3月5日 1 1

17 福島第二中学校 １０月２日・６日 86 86

評定

Ｑ1 3

Ｑ２ 4

Ｑ３ 4

Ｑ４ 2

Ｑ５ 3

Ｑ６ 4

全学年・６学級「中央地区文化祭」作品出
品

子どもたちの作品を展示していただ
き、地区の文化祭へ間接的に参加・
協力することができた。

1年生40名、2年生54名、３年生47名、
4年生55名、５年生59名、6年生53名
算数科学習支援

算数科のアシストシートを活用し、習
熟を図るとともに、下位児童に対す
るドリル指導で、復習に取り組むこと
ができた。

全学年・６学級「中央学習センター児童・生
徒作品展示」における作品提供

子どもたちの作品を展示していただ
き、学校理解や地域交流に協力する
ことができた。

第６学年・１学級・道徳科「命のかがやき
（生命の尊さ）」（岡部経子様）

岡部様との交流を通して、自他の生
命を大切にしようとする心情を育て
ることができた。

第３学年・１学級・総合的な学習の時間「名
人ってどんな人?」
三味線についての説明・体験（浅野良子
様）

三味線演奏を聴いたり、実際に演奏
したりすることで、三味線への興味
関心をもつことができた。

第３学年・１学級・総合的な学習の時間「名
人ってどんな人?」
三味線名人になるまでの経緯・名人として
の思いや考えについてお話をいただく。
（浅野良子様）

浅野さんの思いや考えを聞いたり、
疑問に思ったことを質問したりする
ことにより、名人と呼ばれる人への
理解を深める。

２・３学年希望者による中央学習センター
で開催する中央地区文化祭の会場準備・
撤去活動

地域に貢献できる貴重な機会となっ
ている。今後も地域との関わりを大
切にした取組として続けていきた
い。

3  地域学校協働本部（学習センター）事業評価

項　　　目 評価の観点、評定：（＋）４～１（ー）

学校との連携 本事業の目的が学習センターと学校間で共通理解が図られたか。　

事業の周知 地域に本事業の趣旨が周知されたか。

学校との連携協働 学校のニーズに応じて学校支援活動のコーディネートができたか。

○各学校（主に小学校）で授業に生涯学習指導員が入り 授業補助を行った。採点や理解困難な児童への
支援であったが、大変好評であり、多くの学校から依頼が来ている。学校では支援を必要としていると思
われる。

○６年道徳の命の授業を行ってもらっている。どこの小学校でも、児童の反応が素晴らしく、来年度も各
学校に周知徹底を行っていきたい。

○中央地区文化祭での中学生による準備、片付け作業は大いに助かるものであり、学習センター利用団
体や地域 住民に中学生の活動の様子をみてもらう良い機会であった。来年度もお願いしている。

●ボランティア登録されている方への、依頼をもっと増やせたらと思う。年度初めの周知を行いたい。

4  成果と課題等（○成果　　●課題　※改善策等）

地域との連携協働 地域団体等のニーズに応じて学校協働活動のコーディネートができたか。

地域本部の業務 地域本部（学習センター）としての業務（連絡・調整、要望の把握、登録等）がスムーズに行われたか。

統括本部の業務 統括本部（生涯学習課）の業務内容（企画・運営・助言等）は適切であったか。　
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実人数 延べ人数

1 三河台小学校 4月30日 5 5

2 三河台小学校 5月30日 3 3

3 三河台小学校 7月7日 1 1

4 三河台小学校 7月11日 5 5

5 三河台小学校 8月28日 13 13

6 三河台小学校 9月12日 4 4

7 三河台小学校 10月3日 4 4

8 三河台小学校 10月30日 8 8

9 三河台小学校 12月9日 20 20

10 三河台小学校 1月13日 3 3

６学年総合的な学習の時間（３学級・７１
名）
「最強避難所！三河台小学校」
・福島市役所危機管理室の職員の方の助
言

これまで繰り返し改善してきた防災
グッズの設計図を危機管理室の方に
渡し、備蓄倉庫に入れていただいた
ことにより、年度当初の目標を達成
することができた。

５学年総合的な学習の時間（３学級・７０
名）
「ぼく・わたしたちの町の顔！福島駅大好
きプロジェクト」
・児童が作成したレポートに対するコメン
ト
・ＪＲ福島駅が抱える課題や悩みについて
の紹介

レポートに対して、ＪＲ福島駅の職員
の方々からの称賛があり、児童は達
成感を感じていた。また、ＪＲ福島駅
の課題や悩みを聞き、それを解決し
たいという思いの高まりが見られ
た。

4年総合的な学習の時間「荒川たんけん
隊」（２学級５７名）
・荒川桜づつみ公園近くの水質調査・水生
生物採取の補助

荒川資料室の方々に、水質調査・水
生生物採取の補助をしていただいた
り、荒川について話を伺ったりしたこ
とで、荒川についての興味が深まっ
た。

５学年総合的な学習の時間（３学級・７０
名）
「ぼく・わたしたちの町の顔！福島駅大好
きプロジェクト」
・児童が主催するＪＲ福島駅でのイベントに
おける下見と打合せの補助

令和 ７年度 地域学校協働本部事業実施報告書（兼）事業評価

現地で、職員の方々と打合せをする
ことにより、イベントのイメージをも
つことができた。

５学年総合的な学習の時間（３学級・７０
名）
「ぼく・わたしたちの町の顔！福島駅大好
きプロジェクト」
・児童が主催するＪＲ福島駅でのイベントの
補助

ＪＲ福島駅の職員の方々のフォローに
より、児童はイベントを通して、達成
感と新たな課題をもつことができ
た。

4年総合的な学習の時間「荒川たんけん
隊」（2学級５７名）
・荒川づくり協議会会長さんによる、荒川
についての講話

５学年総合的な学習の時間（３学級・７０
名）
「ぼく・わたしたちの町の顔！福島駅大好
きプロジェクト」
・ＪＲ福島駅の職員の方々による、福島駅
構内の案内
・質疑応答

   三河台学習センター№2

５学年総合的な学習の時間（３学級・７０
名）
「ぼく・わたしたちの町の顔！福島駅大好
きプロジェクト」
・ＪＲ福島駅の職員の方々による、福島駅
構内の案内

６学年総合的な学習の時間（３学級・７２
名）
「最強避難所！三河台小学校」
・福島市役所危機管理室の職員の方から
の助言

対象校 三河台小学校、岳陽中学校

１  学校でコーディネートし、実施した地域学校協働活動

NO 成果・課題等

ＪＲ福島駅の役割や特徴について理
解を深めることができた。

学校の敷地内にある備蓄倉庫の中を
見せていただいたり、備蓄品を触っ
たりしながら、災害が起きたとき、避
難所ではどのようになるのかを理解
できた。

学校名 実施月日 実施内容（学年・学級数・支援内容等）
ボランティア

佐々木会長から話を伺ったことで、
荒川について疑問に思っていたこと
を解決したり、理解を深めたりする
ことができた。

子どもたちが１回目の見学の時に
もった疑問について、ＪＲ福島駅職員
へのインタビューを通して解決する
とともに、新たな疑問ももつことが
できた。

６学年総合的な学習の時間（３学級・７１
名）
「最強避難所！三河台小学校」
・福島県立西高等学校家庭クラブとの交流

数年にわたって防災対策プロジェク
トに取り組んでいる西高家庭クラブ
の方の実践を聞いたり、アドバイスを
いただいたりしたことにより、今後の
改善の方向性が決まった。
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11 三河台小学校 1月28日 6 6

12 三河台小学校 2月14日 50 50

実人数 延べ人数

1 三河台小学校

１１月１０日
１１月１１日
１２月２日
１２月３日

13 52

2 三河台小学校
１１月２６日
１１月２７日
１１月２８日

2 6

3 岳陽中学校
7月17日

１0月２8日
１2月10日

33 33

4 岳陽中学校
11月1日
11月2日

15 15

評定

Ｑ1 4

Ｑ２ 3

Ｑ３ 3

Ｑ４ 3

Ｑ５ 3

Ｑ６ 3

三河台地区文化祭における生徒作品（絵
画・書道）の展示

三河台地区の文化祭で生徒の絵画
や書道の作品を展示していただい
た。中学校活動の一端を紹介するこ
とが出来、生徒の活動の意欲につな
がった。

３学年総合的な学習の時間（２学級・５０
名）
「だんごさし」
・「だんごさし」の由来の説明、体験の補助

地域の方々に教えていただきながら
「だんごさし」を行い、地域の伝統行
事に触れることができた。

６学年総合的な学習の時間（３学級・７１
名）
「最強避難所！三河台小学校」
・野田町町会連絡協議会の方の助言

野田町の自主防災訓練の企画に参
加し、これまでの学習で改善してき
た防災グッズを説明することにより、
地域の方の防災意識を高める一助を
めざした。また、自分たちの防災グッ
ズを改善するアドバイスをいただい
た。

小中連携による地域の方々と一緒に行う
朝の挨拶運動
（中1生数名が、卒業した小学校を母校訪
問し、小6児童、地域の方々と一緒に朝の
挨拶運動を行った）

小中学生と地域の方々が一緒に行う
「朝の挨拶運動」を今年度は３回行
い、小中の連携だけでなく、地域との
関係や絆も深めることが出来た。今
年度は特に、のぼり旗を作ったこと
が、参加者の意欲の高まりや地域へ
の啓発活動にもつながった。子ども
たちの地域に対する意識を高めると
ともに地域の活性化にもつなげてい
きたい。

家庭科　ミシンの学習
・５学年６９名
・ミシンの操作について学ぶ学習におい
て、操作の補助をしていただいた。

実施内容（学年・学級数・支援内容等）
ボランティア

ミシンの仕組みについて理解を深め
たり、操作の技能を身に付けたりで
きた。

安全に探究活動を行うことができ
た。

 〇専門性に基づいた指導を受けることができ、大変参考になった。また、地域の皆さんとの交流を通して、地域に対する所属感を高め
ることができた。
〇支援推進員に運営審議会の委員の方々を委嘱し、支援ボランティア候補者リストを幅広く求めた。

●小学校からミシン学習の補助の要望が直前で、都合がつかない支援員が多数出た。年度当初になるべく早く依頼するようにしたい。
●中学校からの依頼が少ない。中学校との連携をさらに深め、事業を増やしていきたい。

２  地域本部（学習センター）のコーディネートにより実施した地域学校協働活動

成果・課題等

生活科町探検
・２学年５９名
・グループごとに三河台地区の施設・店等
を調べた。その際、「交通安全母の会の皆
様に安全を見守っていただいた。

項　　　目 評価の観点、評定：（＋）４～１（ー）

学校との連携

3  地域学校協働本部（学習センター）事業評価

NO 学校名 実施月日

本事業の目的が学習センターと学校間で共通理解が図られたか。　

事業の周知

統括本部（生涯学習課）の業務内容（企画・運営・助言等）は適切であったか。　

学校との連携協働 学校のニーズに応じて学校支援活動のコーディネートができたか。

地域との連携協働 地域団体等のニーズに応じて学校協働活動のコーディネートができたか。

地域本部の業務

地域に本事業の趣旨が周知されたか。

統括本部の業務

5  活動、支援の様子

4  成果と課題等（○成果　　●課題　※改善策等）

地域本部（学習センター）としての業務（連絡・調整、要望の把握、登録等）がスムーズに行われたか。

ミシンの授業支援（三河台小） 「まち探検」の授業支援（三河台小） 地域の方々と一緒に行った朝の挨拶運動（岳陽中）
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実人数 延べ人数

1
 ６月２３日
１１月１０日

6 10

2 10月2日 10 10

3 11月19日 6 6

4 年１０回 6 60

5 月１回 2 24

6 ４月～６月 1 119

7 6月12日 3 3

8 9月24日 2 2

9 5月31日
１０人
以上

１０人
以上

10 5月31日 3 3

11 6月27日 8 8

12 12月16日 2 2

13 1月30日 5 5

14
４月  ８日
４月１０日

１０人
以上

１０人
以上

15
９月

８日～１２日
39 39

実人数 延べ人数

1 4月14日 5 5

2
１１月２５日
１２月１１日

4 5

3 ９月～２月 1 15

4
１月30日
2月 6日

2 4

5 2月6日 10 10

地域学習・ボランティア活動
　（２学年：弁天山　　３学年：花見山）
   　〇 地域の名所見学と周辺のゴミ拾い活動

峯山太鼓体験学習（３年）

渡利小学校

読み聞かせボランティア
（全学年読み聞かせ）

２学年２クラスが学習センターを訪問し、
説明を受けながら図書室の見学を行った。

 　実際に地域の産業に触れることで、
地元地域の良さに気づき、立子山への
誇りや思いをもつことができた。

 児童の情操を豊かに育んでいる。

　和太鼓演奏体験は貴重な体験と
なった。

　 地域の学習ボランティアによる
個別支援は貴重な体験となった。

全校児童で地域にある斎藤吉光食品へ行き、凍み
豆腐の作り方や干すときの編み方を学習し、実際
に学校で実践してみた。

３～６年生（2学級）で学校で干した凍み
豆腐を使い、調理して試食した。

　 地域の特産物である凍み豆腐のお
いしい食べ方を知り、家族などに伝え
ることができた。

　 地域の名所に触れることで、その
魅力を実感すると共に、地元地域へ
の奉仕の大切さを感じ取ることがで
きた。

読み聞かせボランティアによるお話を全校生で聞い
た。絵本の読み聞かせに効果音を入れるなど工夫し
た内容だった。

　 児童がボランティアの方々と楽しく
触れ合い、昔ながらの遊びの面白さを
十分に感じ取ることができた。

立子山小学校

渡利中学校

　 児童が活動している姿を保護者に
も見ていただくことで、地域の伝統を
継承しようとする思いが高まった。

　 読み聞かせに効果音を入れるなど
内容が工夫されていたので、子ども
達も真剣に耳を傾け、絵本の世界を
十分に楽しめた。

職場体験活動（２年３クラス）
　各職場での体験活動を実施

  物語を読む時に登場人物の性格や
特徴物語全体のを具体的にイメージ
している児童は６割以上であった。
（県・全国は８割以上）

　３９の事業所で実際に仕事を体験し、
勤労の大切さや苦労、または楽しさを
感じることができ、自己の将来へ向け
考える良い機会になった。

２　地域本部（学習センター）のコーディネートにより実施した地域学校協働活動

NO

木工クラフト体験学習（４年）

実施月日 実施内容（学年・学級数・支援内容等）

 全校児童（3学級）でプランターに花の苗を植え、
地域にある公共施設等に配り、育ててもらった。

全校児童が地域に伝わる太鼓演奏の指導を受け、
全校児童で演奏した。

南向台小学校

１年生が地域ボランティアの方々と一緒に、
「昔遊び」の体験活動を行った。

総合的な学習の時間  （３学年２クラス）
　「わたりのすてきを伝えよう」
   りんご栽培についてのお話

生活科「まちたんけん」
　（２学年２クラス）

海外からの転入児童（１名）の学習支援
　 通訳及び日本語の指導を行うこと
で、学習・生活両面で意欲をもたせる
ことができた。

学校名

　５年生児童の学習活動を支援し、
内容の定着化を図った。

茶道の先生をお招きし、茶道体験教室
を行った。

　 子ども同士はもちろん、家庭や地
域の方々と触れ合いながら苗植えを
することで、立子山地区の一体感を
味わうことが出来た。

渡利小学校

 　歴史の学習と関連させながら、楽
しく日本文化を体験することができ
た。

　 りんご作りの工夫や苦労を知り、
農家の仕事につての理解を深めると
ともに、地域の良さ素晴らしさに気付
くことができた。

　　安全面について配慮、支援していた
だき、十分な学びができた。

ボランティア

　地域の公園で採取した木の実など
を使った体験学習は有効であった。

生け花ボランティア

学習支援１年～６年

NO 学校名 実施月日 実施内容（学年・学級数・支援内容等）
ボランティア

成果・課題等

令和 ７年度 地域学校協働本部事業実施報告書（兼）事業評価

対象校 渡利小学校　　南向台小学校　　立子山小学校　　渡利中学校

１  学校でコーディネート（対応）し、実施した学校支援活動・地域学校協働活動

  渡利学習センター№3

　 身近な公共施設を訪問することで、
地域への関心を深めることができた。

授業参観時における学級懇談会での預かり
児童の支援

  校内に待機する児童の宿題や自主
学習、読書の見守りを行った。

５年生の学習支援 ＜家庭科（ミシン）・体育＞

成果・課題等
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6 2月26日 3 3

7
９月～１２月
10月11,12

日

8

７月２３日

１２月２６日
1

１

1

１

10 6月26日 13 13

11 10月12日

12 1月21日 4 4

評定

Ｑ1 4

Ｑ２ 4

Ｑ３ 3

Ｑ４ 3

Ｑ５ 4

Ｑ６ 4

　　　　　　
　　　　　

　　　　　　
　　　　

　　　　　
　　　　　　　

　　
　

渡利中学校

展示期間別による各校からの作品借用展示
第４２回渡利・立子山地区文化祭作品展示

　 中学校美術教諭が複数校掛け持ち
の為か、展示予定が連絡不行き届き
で生徒作品の借用ができなかった。

　 参加申し込みは、前期６名、後期４名
であったが、前・後期ともに体調不良
で１名ずつ欠席している。また、後期の
「書初め」については、参加者数の確保
について検討の余地あり。
　 地理的な問題だが、立子山地区は
遠距離であり本館での活動は難しい
状況だと思われる。

   高齢者疑似体験、車いす体験、障害
者スポーツ体験と多くの体験ができ、
様々な福祉について理解を深めるこ
とができた。

　 吹奏楽部に発表の場を設定してい
ただき、緊張の中での発表を経験で
きた。また、地域の方々からは温かい
言葉をいただき、意欲の高まりが見ら
れた。

　 飲食店、病院、幼稚園、美容院で働
いている方より、それぞれの仕事内容
や働く意義、または魅力などを具体的
に話していただき、将来のキャリアを
考える良い機会となった。

１学年のキャリア教育「職業人に聞く会」の
講師依頼をサポートしていただいた。

「渡利・立子山地区文化祭」の場に於いて、
本校吹奏楽部に発表の場が設けられた。

渡利小学校

渡　利 小学校
南向台小学校
立子山小学校

福祉体験活動（１年２クラス）の講師を紹介
していただいた。

地域との連携協働

事業の周知

5  活動、支援の様子

3  地域学校協働本部（学習センター）事業評価

　 校内に待機する保護者待ちの児童
の宿題や自主学習、読書の見守りを
実施。

4  成果と課題等（○成果　　●課題　※改善策等）

〇　学校からの要請に可能な限り対応することが出来た。各学校で本事業が周知されてきていると思われる。

●　年間計画で予め予測されている「ミシン」指導などのコーディネートは、年度当初から動くことが出来るので取り組みやすいが、臨時的に要請され
る学習支援等については、ニーズに即したコーディネートは難しい時があった。

※　臨時的な学習支援、ボランティアのコーディネートについては、各指導員のネットワークを活用するなどの方法によって対応することも検討出来る
のではないか。

統括本部（生涯学習課）の業務内容（企画・運営・助言等）は適切であったか。　

学校との連携協働 学校のニーズに応じて学校支援活動のコーディネートができたか。

地域団体等のニーズに応じて学校協働活動のコーディネートができたか。

地域本部の業務

統括本部の業務

地域本部（学習センター）としての業務（連絡・調整、要望の把握、登録等）がスムーズに行われたか。

学校との連携

授業参観時における学級懇談会での預かり
児童の支援

項　　　目 評価の観点、評定：（＋）４～１（ー）

地域に本事業の趣旨が周知されたか。

本事業の目的が学習センターと学校間で共通理解が図られたか。　

わたり寺子屋　　合計１０名

「夏休みの課題・自由研究」に取り組もう」
　　　（渡利小３人・南向台小１人）　附属小２
「書初め展」の練習と仕上げ
　　　（渡利４年生１人・南向台3,4,5年生各１人）

渡利小 １学年
「昔あそび」

渡利小 ２学年
図書室見学

渡利中 １学年
「職業人に聞く

会」

わたり寺子屋
「書初めを仕上げよう！」
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実人数 延べ人数

1 福島第一中学校 １0月30日 1 1

2 福島第一中学校 １２月９日 7 7

3 清明小学校 年間 13 13

4 杉妻小学校 5月27日 3 3

5 杉妻小学校 6月5日 1 1

6 杉妻小学校 6月24日 7 7

7 杉妻小学校 9月4日 3 3

8 杉妻小学校 9月18日 3 3

9 杉妻小学校 9月25日 3 6

10 杉妻小学校
10月16日
10月24日

1 2

11 杉妻小学校
11月19日

11月25,26日
4 12

12 杉妻小学校 11月20日 1 1

13 杉妻小学校 12月4日 2 4

14 杉妻小学校 12月16日 1 1

15 杉妻小学校
1２月1７日
1２月１９日

1 2

16 杉妻小学校 2月3日 4 4

17 杉妻小学校 2月16日 5 5

令和7年度 地域学校協働本部事業実施報告書（兼）事業評価

SNS教室（５学年３学級　授業参観の際、
児童と保護者を対象にSNSの危機感につ
いての講話）

手話教室（５学年３学級　学年を半分に分
けて手話体験をする。）

ボランティア

太鼓の演奏法だけでなく、聴衆へのア
ピールができるような手法も伝授いただ
き、児童の太鼓演奏の意欲が高まった。

年間を通じて、本の読み聞かせを開催し
ていただき、子どもたちの興味関心を高
めることができた。

働く意義や魅力などを知り、将来の進路
選択に役立てる機会となった。

全校生　「家庭教育講演会」
講師：元プロボディボーダー
　　　 堀　由美恵　氏

１学年５学級「職業人に学ぶ会」
　各職種の講師をコーディネートし講義を
いただく。

図書読み聞かせ（昼休み：全学年）、図書整
理

タンギング等の技術指導が的確でわかり
やすかった。児童がリコーダーの音色の
すばらしさを感じ取ることができた。

福島市のゴミの現状や福島市がごみ排出
ワースト２位となっている原因などを知
ることができた。

水道出前講座（４学年　４学級　水をきれ
いにする実験など）

簡易ろ過実験で、飲料水ができるまでが
分かり、水道クイズ、質問コーナーによ
り、興味・関心を広げることができた。

対象校 清明小学校　　　杉妻小学校　　　福島第一中学校

１  学校でコーディネートし、実施した地域学校協働活動

NO

学習発表会に向けた太鼓演奏の指導（３学
年３学級　グループごとに太鼓演奏の指導
を受けた）

大好き杉妻大発見（３学年３学級　諏訪神
社の由来、地域での役割等について）

太鼓の生の音を聴いたり、体験したりす
ることで、祭りを身近に感じ、探究活動を
深めることができた。

誰が行っても楽しいことを実感できた。
オリンピックへの心構えを学び自分の生
活にいかそうとすることができた。

西根堰を大変詳しく教えていただいた。
資料を準備し、子どもの質問に分かりや
すく答えていただき理解を深めた。

実施内容（学年・学級数・支援内容等）学校名 実施月日 成果・課題等

聴覚障がいのある元プロボディボーダー
の体験談を聞き、豊かな人間関係づくり
の大切さを考える機会となった。

ふくしんマネースクール（５学年３学級　お
金との上手な付き合い方を学ぶ。）

各学級１名ずつ担当していただき、てい
ねいな説明で児童は諏訪神社の奥深さ
に興味をもつことができた。

１回目は学級、２回目は学年でご指導い
ただき、楽しく体を動かしたりルールを
理解したりすることができた。

視覚障がいがある方への接し方について
知ることができた。点字の打ち方、読み
方のルールを学ぶことができた。

子どもたちがSNSの怖さについて実感
できた。親子で携帯電話等の約束事を確
認することができた。

デフリンピックの意義を学び、興味を高
めた。聴覚障がい者の生活を知り、接し
方を学んだ。簡単な手話を覚えた。

タグラグビー（２学年３学級　タグラグビー
のルールを知り楽しく体を動かす。）

福祉講座（５学年３学級　車いす体験を
行ったり、福祉とは何かを考えたりする。）

福祉に携わる人々の苦労や喜びを知り、
自分たちにできることを考えることがで
きた。

杉妻学習センター№4

水はどこから（４学年４学級　西根堰につ
いて知る。）

小中義務教育学校出前講座（4学年４学級
これであなたも分別ハカセ！）

リコーダー講習会（３学年３学級　リコー
ダーの奏法について学ぶ）

諏訪神社の伝統（３学年３学級　諏訪神社
の太鼓の鑑賞と体験をする。）

ボッチャ体験（５学年３学級　学年を半分
に分けてボッチャ体験をする。）

お金の使い方を確認し、大切に使おうと
する気持ちを育てることができた。

点字講座（5学年３学級　３日間の点字体
験を行う。）
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実人数 延べ人数

1 福島第一中学校 １０月２５日 10 10

2 福島第一中学校 １２月９日 7 7

3 清明小学校
２月2日

～3月１3日
4 32

4 杉妻小学校 １月２１日 15 15

5 杉妻小学校 １月２２日 12 12

6 地区幼小中
10月２５日

～10月2６日
50 50

7
清明小・杉妻小

福島一中
６月～１月 23 23

評定

Ｑ1 4

Ｑ２ 3

Ｑ３ 4

Ｑ４ 3

Ｑ５ 4

Ｑ６ 4

【 だ ん ご さ し 体 験 】 　　　　【小学生作品展示】

　　　　【中学生作品展示】【 昔 遊 び の 会 】

〇各学校教育活動の目的に準じたコーディネートは、概ね達成できた。昨年度の反省を生かして、該当学年主任との連絡調整を短時間
でスムーズに行うことができた。※次年度、活動時期について、調整を行う。
〇学校の要望を地域ボランティアに伝え、共通理解を図り実践することは時間を要するが、子どもとのふれあいを楽しみながら活動し
ていただいた。
●これまでのように地域ボランティア数を確保できず、本来必要とする人員を下回っている。学校母体のボランティアと連携を図る。
●各学校との協働事業を進めるにあたって、役割分担を明確にしながら事業を展開するようにする。
※発案、要請・要望等のやり取りは、担当学年や地域と効率的に進めながら、双方の代表・責任者に適宜報告・連絡、助言をいただく。

4  成果と課題等（○成果　　●課題　※改善策等）

地域本部（学習センター）としての業務（連絡・調整、要望の把握、登録等）がスムーズに行われたか。

地域ボランティアの指導で伝統行事
を体験した。（場所：学習センター）

合唱部　地域文化祭への参加

NO 成果・課題等

２  地域本部（学習センター）のコーディネートにより実施した地域学校協働活動

学校名 実施月日

地域文化祭の開会式と芸能発表の場
において地域との交流を図ることが
できた。

学習内容の定着が不十分な児童な
どへの個別の支援をしていただき、
児童の意欲向上につながった。

１学年２学級　生活科「冬をたのしもう」
昔遊びをしよう。

１学年５学級「職業人に学ぶ会」
　各職種の講師をコーディネートし講義を
いただく。

２学年３学級　生活科「だんごさし」

実施内容（学年・学級数・支援内容等）

働く意義や魅力などを知り、将来の
進路選択に役立てる機会となった。

ボランティア

本事業の目的が学習センターと学校間で共通理解が図られたか。　

事業の周知

統括本部（生涯学習課）の業務内容（企画・運営・助言等）は適切であったか。　

地域との連携協働

地域に本事業の趣旨が周知されたか。

5  活動、支援の様子

統括本部の業務

地域団体等のニーズに応じて学校協働活動のコーディネートができたか。

地域本部の業務

3  地域学校協働本部（学習センター）事業評価

項　　　目

学校との連携協働 学校のニーズに応じて学校支援活動のコーディネートができたか。

評価の観点、評定：（＋）４～１（ー）

学校との連携

杉妻地区文化祭への作品出品

児童生徒の作品展示

杉妻地区幼小中の作品を展示し来場
者の目を楽しませてくれた。

地区小中生の作品を館内掲示板に
展示し、来館者および地域との交流
につながった。

昔遊び（９種）の楽しさを実感でき、
地域の方との交流を図ることができ
た。

学習支援ボランティア（５年算数）
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実人数 延べ人数

1 蓬萊小学校
6/16.18.26.30

7/4.7.14
8 15

2 蓬萊小学校

11/7.14.21.28
12/5.12.
1/16.23
2/6.20
3/6.13

2 10

3 蓬萊小学校 5/22 10 10

4 蓬萊小学校
6/27

7/3.4.7.11
5 11

5 蓬萊小学校
5/16
5/27
10/17

4 9

6 蓬萊東小学校
令和７年５月

～令和８年３月
9 36

7 蓬萊東小学校 令和７年５月 1 1

8 蓬萊東小学校
令和７年６月

～令和７年１０月
5 16

9 蓬萊中学校 ６月３０～７月４日 64

10 蓬萊中学校 7月1日 47

11 蓬萊中学校 7月14日 47

12 蓬萊中学校 8月25日 64

13 蓬萊中学校 11月4日
小３６
中６４

14 蓬萊中学校 12月11日 64

学校では学ぶことができない、働くことの意
義や社会貢献をすることのやりがいなど、貴
重な体験をすることができた。
受け入れ日数が少なく、２つの事業所で体験
活動をした生徒もいた。

蓬萊にこのような日本トップレベルの技術を
持つ企業があることを知り、とても誇りに
思ったという生徒が多かった。また、名前を
知っていても何をしている会社なのかわから
なかったので知れてよかったという感想が多
く聞かれた。

生徒たちからは、震災の悲惨な話だけでな
く、福島の未来に向けての明るいお話が聞け
て良かったという感想発表があり、生徒一人
一人がこれからの福島のために、自分たちで
できることは何か、についてじっくり考えさせ
ることができた授業となった。

１４年間の医大の検査結果から、福島県の甲
状腺がんの発症率が他県と変わらないこと
や、原発事故との明確な因果関係についても
明らかになっていないことを、データを示し
ながら解説し、必要以上に不安がることはな
いことを説明してくれた。甲状腺検査（希望
者）の前日の授業となったこともなり、生徒た
ちは真剣に話に聞き入っていた。

クマ出没により中止
小中連携の大事な行事であり、中止になって
残念だった。

毎年２年生対象で行っているが、最近はオー
バードーズが話題となっていたこともあり、
子供たちの関心も高かった。

職場体験活動(２年生)
今年度は、蓬萊地区を中心に２４事業所（飲食店、
スーパー、医療機関、公共機関等）にお世話になった

№5

１年生社会人に聞く会
地元のムネカタ株式会社の方々に来航いただき、日
本のトップ企業を支える最先端技術や、その技術を
開発するチャレンジ精神など、社会人として仕事に
対する働く事への意義や誇りについて話していただ
いた。

１年生　語り部から聞く会
二本松在住の佐藤敬子さん（元教員）においでいた
だき、今回の授業では、佐藤さんが震災当時勤務し
ていた安達郡の小学校の児童たちを、必死で避難さ
せたお話や、原発事故による放射線の影響で復興が
遅れていること、被災地住民の帰還率の低さなどに
ついて説明いただいた。また、一方で福島の復興に
熱い思いを持って取り組んでいる方々についての
話も紹介していただいた。

PTAによる学習ボランティア

地域に長く生活をする住職さんに、地域の皆
さんや、昔の人から聞いたお話を取り入れな
がら、今の蓬萊地区ができた経緯について理
解できて有意義だった。

 蓬萊  学習センター

森林について調べ、自然と直接触れ合う活動
をとおして、森林の多様な機能や自然の仕組
みについて学ぶことができた。

特別支援学級の児童支援ボランティア（特別支援学
級３学級・交流学習の児童引率、学習サポート等）

長秀院ご住職さんを訪ねて（３年１学級、昔の蓬萊地
区についてお話を聞かせていただく）

学校林を活用した森林環境教育促進事業
蓬萊里山ふれんずの会を講師に、学校林の調査、自
然体験（フォレストパークあだたら）等の活動を実施
（４年１学級）

読み聞かせ

生活科の学習で、専門的な知識を有するなご
み会の方のご協力をいただいたおかげで苗
植えや収穫を体験することができた。

個別指導が必要な児童や学習習慣が未定着
の児童に対して、見守りや声掛けをしていた
だき、児童は安心して学習に取り組むことが
できた。

小６中２ボランティア活動計画
来年度に蓬萊中学校の新入生になる小学校６年生
と来年度最上級生になる中学校２年生で蓬萊中央
公園のクリーン活動をする。

薬物乱用防止教室
学校薬剤師の齋藤英子先生を招いて開催。市販薬
でも服用の仕方（オーバードーズ）によっては、危険
な薬物になるというお話をいただいた。薬物乱用の
４割が市販薬であることが驚きだった。

福島県立医科大学の鈴木悟教授と、池田紀子准教
授他４名の医大スタッフが来校し、放射線教育の一
環として甲状腺検査に関する出前授業を行った。実
際に検査に使われる医療機器のエコーを使った実演
や、福島県で震災後に甲状腺検査が行われてきた経
緯について話していただいた。

特別支援学級の児童に寄り添い、きめ細やか
にサポートしていただいた。図工では、児童一
人では難しい作業を支援していただき、安全
に進めることができた。

対象校 蓬萊小学校　蓬萊東小学校　蓬萊中学校

１  学校でコーディネート（対応）し、実施した学校支援活動・地域学校協働活動

NO 学校名 実施月日 実施内容（学年・学級数・支援内容等）
ボランティア

全学年・プール学習ボランティア
・低学年児童着替え等の補助
・プールサイドでの活動の監視

令和7年度 地域学校協働本部事業実施報告書（兼）事業評価

成果・課題等

プール学習時の児童の安全確保のために、監
視をしていただき、指導者も安心して学習を
進めることができた。

各学年の児童の興味関心に合わせた本の読
み聞かせをいただくことで読書への興味関心
が高まった。

PTAによるプール清掃協力

蓬萊なごみ会によるサツマイモ植え・サツマイモ収穫
2年・１クラス・畑の畝つくり、苗植え、収穫の指導・補
助

児童、教職員だけでは作業しきれない点を補
助していただき、効率よく清掃作業を行うこ
とができた。
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実人数 延べ人数

1 蓬萊小学校 6月16日 6 6

2 蓬萊小学校
9/　8
9/12
9/17

8 17

3 蓬萊小学校
11/19
12/　１

9 17

4 蓬萊東小学校
令和７年５月

～令和８年２月
8 60

5 蓬萊中学校 10月3日 6

6 蓬萊中学校 10月4日 3

7 蓬萊中学校 11月23日 20

8 蓬萊中学校 1月31日 10

評定

Ｑ1 4

Ｑ２ 4

Ｑ３ 4

Ｑ４ 4

Ｑ５ 3

Ｑ６ 4

評価の観点、評定：（＋）４～１（ー）

5  活動、支援の様子

4  成果と課題等（○成果　　●課題　※改善策等）

地域本部（学習センター）としての業務（連絡・調整、要望の把握、登録等）がスムーズに行われたか。

項　　　目

学校との連携

統括本部の業務

地域本部の業務

〇　各学校の要望を受けて、地域団体へボランティアを依頼して、要望通りの活動を行うことができた。ボランティアをしてくださった方々も、子ども
たちとの触れ合いが楽しかったと、満足していただくことができた。
〇　各校担任と事前にボランティアの内容と支援してほしい範囲について打ち合わせを行ったので、充実した学習活動を支援することができた。
●　蓬萊東小学校において家庭科のミシンの指導補助のボランティアを依頼されて企画していたが、インフルエンザによる学級閉鎖の為、キャンセルに
なってしまった。ボランティアを依頼した方々は、代替えの日があればやってくださるとおっしゃっていただいたが、日程が合わず実施できなかった。

第５０回蓬萊地区文化祭の準備
蓬萊中の美術部が文化祭作品展示用のパネル設置
の手伝いと事項の作品展示を行った。

第５０回蓬萊地区文化祭の準備
蓬萊中３年生３名が、文化祭の学習発表会の司会を
務めた。

親子清掃活動
蓬萊小・中の児童生徒保護者が地域の方々で、蓬萊
中央公園の落ち葉拾いを行う。

明るい蓬萊を作るための意見交換会
毎年中学２年生が出品し、中学校からは１０作品を選
出される。当日は小中学校から選出された児童生徒
と地域の方で意見交換会を行っている。

パネル設置は中学生の若い力を地域のため
に役立てることができた。壊れやすい作品等
もある為、自校の作品以外は展示のお手伝い
が難しい。

中学３年生より希望者を募った。今年度は男
子生徒３名で明るく元気に司会を務めた。地
域の方から明るい拍手をいただき、本人たち
の自信にもつながった。

毎年、標語を作ることで生徒たちの蓬萊地区
に対する意識の寒気が行われている。意見交
換会も有意義な話し合いが行われている。
入選者全員の参加が難しいところが課題であ
る。

クマ出没により中止

おかあさんのおはなし会（全学年・９学級）
本の読み聞かせ

児童が落ち着いて本の読み聞かせの時間を
過ごすことができた。児童と本をつなぐ活動
になった。

蓬萊レディスカレッジによるミシンボランティア
６年・１学級
家庭科ミシン学習補助
・ミシンの調整・操作の補助

本事業の目的が学習センターと学校間で共通理解が図られたか。　

事業の周知

統括本部（生涯学習課）の業務内容（企画・運営・助言等）は適切であったか。　

学校との連携協働 学校のニーズに応じて学校支援活動のコーディネートができたか。

NO 実施月日以外は 実施内容（学年・学級数・支援内容等）
ボランティア

地域との連携協働

地域に本事業の趣旨が周知されたか。

成果・課題等

3  地域学校協働本部（学習センター）事業評価

ミシンを使った裁縫学習に向け、事前のミシ
ン調整やミシン掛けの作業の支援をいただい
たことでミシンを上手に使って製作活動を進
めることができた。

地域団体等のニーズに応じて学校協働活動のコーディネートができたか。

ミシンを使った裁縫学習に向け、事前のミシ
ン調整やミシン掛けの作業の支援をいただい
たことでミシンを上手に使って製作活動を進
めることができた。

学校名

蓬萊レディスカレッジによるミシンボランティア
５年・１学級
家庭科ミシン学習補助
・ミシンの調整・操作の補助

２  地域本部（学習センター）のコーディネートにより、実施した学校支援活動・地域学校協働活動

ボランティアによる校地内環境整備
・中庭の除草、剪定作業

用務職員だけでは行き届かない、中庭の除草
と樹木の剪定をしていただき、環境整備を進
めることができた。

学校の環境整備についての依頼があった。昨年度から中庭の
除草とアジサイの剪定ができていないので、授業時間が終
わってから作業をお願いできないかとのことで、地区の老人
会にボランティアをお願いした。快く引き受けていただき、２
時間ほどの作業で、きれいに整えることができた。

ボランティアで活動いただいたことを地域の方々にも広める

ため、学習センター館内に活動している様子を掲示した。
学校とボランティアをしてくださった方々だけの関係ではな
く、そのことを地域の方々に知ってもらえることで、ボラン
ティアをしてくださった方々のさらなる意欲も高まっていた。

学習センターの文化祭のための会場づくりを中学生に手伝っ

てもらった。
中学生が大人と一緒に作業していることで、地域の方々から
中学生の活躍に大変好評をいただいた。
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実人数 延べ人数

1 4月（7回） 8 29

2 ６月（２回） 2 3

3 6～11月（9回） 5 18

4 ６～７月（１６回） 9 28

5 ６月（２回） 3 6

6 7～2月（１2回） 4 36

7 5～2月（25回） 2 30

8 毎週月曜日 1 33

9 授業日（約２００回） 10 約2000

10
１学期（１回）
２学期（４回）

4 20

11 9月25日 60 60

12 11月11日 7 7

13 12月11日 5 5

北沢又小

特別支援学級５学級がＪＡ婦人部から講師を招
き、米粉を用いたパンケーキ作りを体験した。

米粉の調理を通して、米を活用すること
の大切さとそこにかかわる人々の思いを
学ぶことができた。

福島工業高校の出前授業でＩＣＴクラブ員３０名
がドローンのプログラミングと操縦を体験し
た。

高校生からの機械工学に関する詳しい説
明や実演により、将来に向けた夢や目標
をふくらませることができた。

登下校の見守り、声かけを行っていただいた。

子どもの事故防止が図られた。交通ルー
ルやあいさつなど、その都度お声がけい
ただき、子どもたちの成長につながっ
た。

栽培ボランティアとして、畑の作物の収穫体験
や栽培活動への助言を行った。

収穫体験を通して、食物を得るありがた
みを学ぶ機会となった。作物の生育に必
要な助言をいただき、活動に自信を持っ
て取り組むことができた。

「地域の名人に学ぼう」に、地域の方々を招き、
発達段階に応じた様々な活動について教えて
いただいた。

学校では取り組まない活動を教えていた
だき、地域の方と交流を深め楽しい時間
を過ごすことができた。地域の方からの
賞賛や励ましにより、子どもたちの自信
につながる活動となった。多数の名人に
コンタクトを取り、日程調整する負担軽減
のため、さらに学習センターのご協力も
いただき、充実させたい。

事故防止に役立ち、担任の負担が減っ
た。

読み聞かせボランティアとして各学年各学級に
紙芝居等の読み聞かせに入っていただいた。

児童の読書への関心を高めることができ
た。

図書ボランティアとして図書室の整理や本の修
理等の作業をしていただいた。

図書室の環境改善に役立ち，司書教諭の
負担が減った。

生け花ボランティアとして、校長室や昇降口等
に花を生けていただき、環境整備に尽力いた
だいた。

環境が整えられ、子どもたちの学校生活
が潤いのあるものとなった。

御山小

給食支援ボランティアとして１学年２学級に給
食の配膳と片付けの補助に入っていただいた。

給食の準備と片付けの仕方をスムーズに
指導でき、担任の負担が減った。

体力テストボランティアとして１学年の体力テ
ストの計測補助に入っていただいた。

測定や記録の補助していただき、担任の
負担軽減となった。正確な測定結果を記
録できた。

ソーイングボランティアとして５学年２学級に家
庭科の裁縫指導の補助に入っていただいた。

ミシンの使い方などの指導が行き届き、
担任の負担が減った。

プールボランティアとして１～５学年のプール
指導の際の監視・補助に入っていただいた。

事故防止に役立ち、プールでの授業を安
全に進めることができた。

図工ボランティアとして4学年２学級に図画工
作科の金槌･のこぎりの指導の補助に入ってい
ただいた。

１  学校でコーディネートし、実施した地域学校協働活動

NO 学校名 実施月日 実施内容（学年・学級数・支援内容等）
ボランティア

成果・課題等

令和７年度 地域学校協働本部事業実施報告書（兼）事業評価

№6 清水学習センター

対象校 御山小学校、北沢又小学校、清水小学校、森合小学校、清水中学校
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14 1月20日 7 7

15 2月2日 2 2

16 2月17日 3 3

17
６月２日
１１月４日

1 2

18 6月18日 8 8

19 7月7日 1 1

20 ７月７日、９日、１０日 3 9

21 11月9日 30 30

22 11月13日 7 7

23 11月27日 1 1

24 １１月１７日
１２月１５日 １６日 7 21

25 9月17日 2 6

26
６月１６日

１０月２９日
18 36

27
10月21日
11月13日

3 6

28 毎月 計画的 に実施 30 450

29 毎月 計画的 に実施 6 54

３年生以上の児童を対象に、保護者・地
域の方々で各分野に精通した方々に講師
としてさまざまな活動を支援していただ
いた。

朝の読書（全学年・全学級・読み聞かせ）
図書ボランティアの方々を中心に、朝の
8時10分～８時20分に読み聞かせや
ブックトークを実施。読み聞かせを通し
て、読書への意欲も高めている。

第６学年 総合的な学習の時間
７名による学習指導補助

児童個人向けの卒業記念品（革細工）を
作成することができた。

森合小

二つ山公園散策（３学年・３学級・総合的な学習
の時間の際の安全補助）

児童も教師も安心して公園散策に取り組
むことができた。パークゴルフをしている
方々も多かったことから、注意しながら
散策することができた。

町探検（２学年・３学級・町探検の際の安全補
助）

道路を歩行する際の声かけや、店での行
動を見ていただくことで、安全に町探検
をすることができた。

二つ山公園探検（１学年・３学級・生活科の学習
の際の安全補助）

道路を歩く際に声かけしていただいた。
公園散策の際に安心して花や草木の観察
に取り組むことができた。

地域学習クラブ（15回）
【楽しいいけばな・大正琴・ソフトバレーボール・
茶道・自然となかよし・テニス・からだつくり・卓
球・将棋・料理・ブラスバンド・ボッチャ】※水曜
日：１４時５０分～１６時００分

PTAさやなぎ祭り
地域の方（母の会等）約３０名

さやなぎ祭り開催にあたり、運営の一部
を補助していただいた。

科学クラブ活動　福島工業高校　出前授業
プログラミングソフトを使った、ドローンの飛行
実験

プログラミングの楽しさを味わうことが
できた.

第３学年 総合的な学習の時間
佐藤　さんによる地域の宝の講話

地域に残る神社・仏閣の歴史について知
ることで自分が生まれた地域に対する思
いを高めることができた。

地区内神社の宮司様を講師とした雅楽演
奏にふれ、雅楽を身近に感じるとともに
興味を深めるよい機会とすることができ
た。

清水小

第５学年 総合的な学習の時間
佐藤昌弘さんによる米づくりの苦労や工夫に
ついて

地域の方の生の声をきくことによって、
協力や勤労についての思いや願いを感じ
ることができた。

第６学年　総合的な学習の時間
「老人保健施設にじのまち」と「ＮＰＯ法人あお
ば」の見学

実際に地域の介護や福祉の現場を訪れ、
初めて知ったことや考えたこと等をまと
め、学習の成果として、学習発表会で発
表することができた。

第５学年 総合的な学習の時間
ＪＡふくしま未来、池田規明さんによる米づくり
の講話

米の品種や農家の苦労、米の流通の仕組
みなどについて学んだ成果を学習発表
会で発表することができた。

第３学年　社会科　店ではたらく人びとの仕事
ヨークベニマル　福島泉店見学

店で働く人が商品の品質や安全に気をつ
け、買う人の立場に立って様々な工夫を
していることを学ぶことができた。

北沢又小 ４年生２学級がＪＡ婦人部から講師を招き、りん
ごを材料にしたジャム作りを体験した。

ジャム作りを通して、地域素材を生かす
大切さとそこにかかわる人々の思いを学
ぶことができた。

５年生２学級が邦楽演奏者を講師に招き、箏の
演奏を鑑賞し、演奏も体験した。

普段は触れる機会が少ない箏演奏の鑑
賞や体験により、邦楽への興味･関心を
高めることができた。

６年生３学級が嶽駒神社の宮司様を講師に招
き、雅楽の鑑賞や演奏体験を行う。
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30
10月6日
1１月１８日

18 36

31
11月13日、１７日、２５日
1２月２日、８日、１５日 1 6

32 1月26日 7 8

33 ２月５日 ３月５日 16 20

34 9月20日(土) 20 30

36 11月19日(水)

37 11月８日(土)

38 12月2日（火） 9日（火）
10（水）  1月26日（月）

実人数 延べ人数

1 9月27日

2 2月25日

3 ６月３０日～７月４日
生徒５
教師２

生徒
25

教師10

4 10月25～26日 1

5 10月25日 48 48

清水小

清水地区文化祭における、器楽合奏披露
部員が、心を一つにして、日頃の練習の
成果を発表することができた。地域の
方々にも喜んでいただけた。

御山小

学習センター「生涯学習の集い」で、6年生が鼓
笛演奏を披露した。各学年から出品した絵画等
の作品を展示いただいた。

これまでの成果を発表させていただいた
き、保護者、地域の皆様に子どもたちの
姿を称賛していただく機会となり、子ど
もたちも充実感を味わうことができた。

中学生が、御山小学校前にてあいさつ運動を
実施する予定である。

卒業生である中学生が気持ちのよいあ
いさつをする姿を見て、「いいな」「自分
もやりたいな」という思いを子どもたち
に育むことができると期待される。登校
前の活動であるため、中学生を見守る地
域ボランティアとの連携を図ることがで
きたら、さらによいと考える。

北沢又小

ドリームアップ事業で職場体験に訪れた信陵中
２年生５名と引率の先生方２名が、登校時に校
門で児童を出迎え、あいさつ運動に取り組んで
くださった。

信陵中の先輩方のあいさつを模範とし
て、児童にも｢あいさつをがんばろう｣と
いう意識が高まっていた。

清水地区文化祭に各学年から図工と書写の作
品を出品した。

児童の作品(毛筆･硬筆、図画･工作)の作
品を広く地域の皆様に鑑賞していただく
ことができた。また、出品した児童にとっ
ても大きな励みとなった。

保護者や、学校関係者が試合観戦に招待
され、互いの関係づくりのきっかけと
なった。
生徒の活動が繁忙してしまう。

中学生による保育所訪問、触れ合い体験
家庭科の授業でつくったおもちゃをを持参し、
中学生が保育所の幼児と一緒に遊び触れあう
機会となった。

保育所の幼児が喜ぶ様子が見ることがで
きた。中学生の幼児へ対する理解が深
まった。
クマ対応で調整が難航した。

２  地域本部（学習センター）のコーディネートにより実施した地域学校協働活動

NO 学校名 実施月日 実施内容（学年・学級数・支援内容等）
ボランティア

成果・課題等

ジャム作り（4年）
JAふくしま未来婦人部の方の協力をい
ただき、４年生３クラスでジャム作りのご
指導をいただいた。

小中連接あいさつ活動①・②
森合小学校にて【７：３０～8:00】

福島第四中学校生徒会と連携し、森合小
学校にて、小中合同のあいさつ活動を実
施予定である。

清水中

しみずキッチン（地域の子ども食堂）の協力を
得て、新人大会やコンクール等に向けてがん
ばっている生徒達のために芋煮で応援をする。

地域と生徒、教員との距離感が縮まっ
た。恒例となり生徒も地域の方も楽しみ
にしている。
全校生徒対象とならない。

小中合同あいさつ運動
清水学校付近で中学生と小学生、それぞれの
代表生徒が合同であいさつ運動を行った。

今年度、初めての試みだったが小学生、
中学生ともに互いの刺激となった。
中学生がタクシーを使って移動した。

プロスポーツ試合開催時の応援演奏
svリーグバレーボル試合がトヨタクラウンア
リーナで実施された際、地域の中学校として本
校吹奏楽部が演奏した。

ぼうさい体験パッケージ
防災体験学習
【５年生:総合的な学習の時間】

５年生では、福島市災害対策室と福島市
消防本部予防課に協力を仰ぎ、防災体験
学習を行った。（起震車や煙体験、震災時
の避難の講話）

ミシンの操作補助
【５年生：家庭科】

５年生家庭科のエプロンづくりで、ミシン
の操作補助をしていただいた。ボビンの
取り付けや下糸が絡まったりした際、早
急に対応していただいた。

森合小
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6
9月～１２月
毎週水曜日

2 32

7 １１月～1ヶ月 4 4

8 11月19日 4 4

9 11月～１ヵ月 8 8

10 森合小 10月25日（土）
 ２６日（日）

11
10月25日(土)

26日（日）
2 3

12 3月28日(土） 4 4

評定

Ｑ1 4

Ｑ２ 3

Ｑ３ 3

Ｑ４ 3

Ｑ５ 4

Ｑ６ 4統括本部の業務 統括本部（生涯学習課）の業務内容（企画・運営・助言等）は適切であったか。　

4  成果と課題等（○成果　　●課題　※改善策等）

○各学校は、主に学校独自に地域人材を生かして効果的な教育活動を行っている。清水学習センターで行われた「清水地区
文化祭」や「生涯学習のつどい」では、実行委員会の要請に応じて鼓笛隊や合奏部の演奏、絵画や工作の作品展示等の参加
により、地域との連携も図られており、地域からの評価も高い。今年度は新しい試みとして、学習センター内に各学校の美術
作品をローテーションで掲示する期間を設定した。

〇期首面談で各学校に提案した、小中連接をふまえた「小中合同あいさつ運動」を進めることができた。

●学校の要請によるボランティア紹介は１件行うことができたが、さらにコーディネートを進める必要があると感じている。

学校との連携協働 学校のニーズに応じて学校支援活動のコーディネートができたか。

地域との連携協働 地域団体等のニーズに応じて学校協働活動のコーディネートができたか。

地域本部の業務 地域本部（学習センター）としての業務（連絡・調整、要望の把握、登録等）がスムーズに行われたか。

3  地域学校協働本部（学習センター）事業評価

項　　　目 評価の観点、評定：（＋）４～１（ー）

学校との連携 本事業の目的が学習センターと学校間で共通理解が図られたか。　

事業の周知 地域に本事業の趣旨が周知されたか。

児童の書き初め作品を展示することで、
子供の自己肯定感を高め、達成感を育む
場とすることができた。また、作品を通じ
て、地域住民の学校教育への理解に繋げ
ることができた。

清水地区文化祭 １～６年（特別支援学級も含
む）に作品（絵画・造形）を出品した。

文化祭に向け、発達段階に応じて各学年
の児童が地区の良さをテーマに作品を制
作した。他の団体の展示や演目を保護者
と一緒に鑑賞した。

清水中

清水地区文化祭に授業の作品や芸術部の作品
を出品した。文化祭後も１ヶ月間、学習センター
に作品を展示した。

生徒の作品を賞賛する場となった。

吹奏楽部が地域の方に向けて、感謝の気持ち
を込めてコンサートを行う。

恒例となり、地域とのつながりが深まっ
ている。
コンクール等の関連で日程が限られてい
る。

清水小

清水学習センター分館の研修室を活用して「別
室登校支援室」での見守り活動

登校が困難な児童に対し、別室登校の受
け皿として機能した。学校復帰に向け、学
習支援、情緒の安定を図ることができ
た。

図工作品の展示

児童の図工作品を展示することで、子ど
もの自己肯定感を高め、達成感を育む場
とすることができた。作品を通じて、地域
住民の学校教育への理解に繋げることが
できた。

小中合同での朝のあいさつ運動
地域一体となった安全な環境づくりや子
どもたちの社会性の向上に役立った。

書き初め作品展示
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実人数 延べ人数

1 岡山小学校 9月9日 3 3

2 岡山小学校 9月9日 2 4

3 岡山小学校
９月８日

１０月１０日
3 6

4 岡山小学校 10月2日 3 3

5 岡山小学校 10月3日 2 2

6 岡山小学校 10月7日 2 4

7 岡山小学校
５月１４・２３・３０日
６月２５日・１１月６日 1 5

8 岡山小学校 １１月１４・１７・１９日 3 9

9 岡山小学校 11月27日 10 10

10 岡山小学校 12月1日 10 10

11 月輪小学校 5月28日 1 1

12 月輪小学校 6月19日 1 1

13 月輪小学校 6月30日 1 1

14 月輪小学校 9月12日 1 1

15 月輪小学校 10月22日 1 1

令和７年度 地域学校協働本部事業実施報告書（兼）事業評価

№７ もちずり学習センター

対象校 岡山小学校、月輪小学校、福島第三中学校、ふくしま支援学校

１  学校でコーディネートし、実施した地域学校協働活動

NO 学校名 実施月日 実施内容（学年・学級数・支援内容等）
ボランティア

成果・課題等

３年（３学級）農業施設訪問、見学
地域の農業施設を見学し、地域の方の思
いや願いについて理解を深めることがで
きた。

２年（２学級）地域自然学習
専門的知識を持つ講師に教えてもらい地
域の植物や動物について理解することが
できた。

３年（３学級）地域探検、見学
地域の自然や施設を見学し、地域のよさ
や地域の方の思いや願いについて理解
を深めた。

２年（2学級）地区探検、見学
地域の人、もの、ことにふれあい、地域の
よさを知ることができた。

５年（2学級）地区探検、見学
施設や公共物を見学し、バリアフリーやユ
ニバーサルデザインについて理解を深め
た。

１年（２学級）地域自然学習
専門的知識をもつ方に教えてもらい、地
域の植物や動物について理解することが
できた。

４年（２学級）地区探検、見学
地域の文化や伝統を守ろうとしている
人々の思いや願いを知ることができた。

３年（３学級）地区探検、見学
地域の施設を見学し、体験などを通して
人々の思いや願いを知ることができた。

３年（３学級）地域自然学習
専門的知識を持つ講師に教えてもらい、
地域の植物や動物について理解すること
ができた。

３年（３学級）地域学習（消防の仕事）
地元消防団の方の話から、地域で活躍す
る方々の願いや思いについて理解を深
めた。

３学年１４名メダカの育て方の講話・見学
専門性の高い講話により、意欲的にメダ
カの飼育に関わろうとすることができ
た。

３学年16名野菜作りの講話・農園見学
専門的な知識をもつ地域の方の協力に
より、野菜づくりを理解することができ
た。

３学年　１５名　ものづくりについての講話
専門的な知識をもつ地域の方の講話に
より、家紋について理解を深めることが
できた。

専門的な知識をもつ地域の方の協力に
より、さつまいもを収穫することができ
た。

１，２学年　２９名　さつまいもの収穫

１，２学年　２９名　さつまいもの苗植え付け
専門的な知識をもつ地域の方の協力に
より、苗の植え方を理解することができ
た。
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16 月輪小学校 11月20日 1 1

17 月輪小学校 11月20日 5 5

18 月輪小学校 12月2日 5 5

19 月輪小学校 12月8日 1 1

20 福島第三中学校 1月14日 1 1

21 福島第三中学校
６月４日・７月１０日

９月１７・１８日
１０月１５日

20 20

実人数 延べ人数

1 岡山小学校
４月８日

～４月３０日
6 26

2 岡山小学校
６月～10月

（5回）
2 7

3 月輪小学校 6月11日 5 5

4 月輪小学校 6月12日 1 1

5 月輪小学校 6月18日 5 5

6 月輪小学校 6月19日 1 1

7 月輪小学校 6月24日 3 3

8 月輪小学校 6月26日 1 1

9 月輪小学校 7月9日 5 5

10 月輪小学校 9月24日 5 5

３学年15名福島市民家園の見学
昔のくらしや家屋について専門員の説明
を聞き、実際に道具に触れて理解を深め
ることができた。

５学年　５学年　２０名　米粉クレープ作り体験
地域の農産物を生かした料理に関心をも
ち班で協力してクレープ作りに取り組ん
だ。

４学年　２２名　りんごジャム作り体験
地域の農産物を生かした料理に関心をも
ち、積極的にジャム作りに取り組んだ。

１，２学年　収穫したさつまいもによる焼きいも
さつまいも栽培に協力いただいた方と共
に焼きいもを楽しみ、収穫の喜びを味わ
うことができた。

１年全クラス・職業人に学ぶ会
地域の職業人から仕事ややりがい、苦労
話等を聞き進路について見通しをもつこ
とができた。

朝のあいさつ運動
出身小学校での小学生や地域の方々へ
のあいさつ運動を通して、感謝されると
ともに先輩としての自己有用感を感じる
ことができた。

２  地域本部（学習センター）のコーディネートにより実施した地域学校協働活動

NO 学校名 実施月日 実施内容（学年・学級数・支援内容等）
ボランティア

成果・課題等

１年（２学級）登校時の支援
昇降口で新入生支援をしていただき、学
級での活動にスムーズにつなげることが
できた。

トイレ清掃
行き届かないトイレの清掃を行っていた
だき、児童が気持ちよく使用することが
できた。

5年　家庭　手縫い支援
玉どめ玉結びの支援・補助により基礎的
な技能を身に付けることができた。

6年　総合　第1回「月輪の歴史」
月輪地区の歴史を知るオリエンテーショ
ンにより、学習意欲を高めることができ
た。

5年　家庭　手縫い支援
並縫い等の仕方について補助していただ
き、基礎的な技能を身に付けることがで
きた。

6年　総合
第2回「月輪の歴史」フィールドワーク

地域の史跡等の案内により、月輪の歴史
について理解を深めることができた。

2年　生活　町探検引率補助
引率補助により安全に地域探検ができ
た。コースについて、ねらいにせまる事前
指導が必要だった。

6年　総合
第3回「月輪の歴史」フィールドワーク

フィールドワークにより地域の史跡や由
来を知り、月輪の歴史についてさらに学
習意欲を高めた。

5年　家庭　手縫い支援
基本的な縫い方を生かした小物作りの支
援・補助により、丁寧に作品を仕上げるこ
とができた。

5年　家庭　ミシン学習支援
ミシンの基本的操作の支援・補助により、
初めてのミシン学習を進めることができ
た。
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11 月輪小学校 9月29日 5 5

12 月輪小学校 10月2日 3 3

13 月輪小学校 10月8日 4 4

14 月輪小学校 11月6日 2 2

15 月輪小学校 11月13日 12 12

16 月輪小学校 11月14日 6 6

17 月輪小学校 12月17日 5 5

18 月輪小学校 1月20日 4 4

19 福島第三中学校 １０月２５・２６日 14 14

20 福島第三中学校 １０月２５・２６日 24 24

21 福島第三中学校 11月29日 6 6

22
ふくしま支援学校

小学部
4月24日 4 4

23 7月7日 3 3

24 11月19日 2 2

評定

Ｑ1 4

Ｑ２ 3

Ｑ３ 4

Ｑ４ 3

Ｑ５ 4

Ｑ６ 4

６年　家庭　ミシン学習支援
ミシン操作の補助により、基礎的な技能
を身に付けながらエコバックを制作する
ことができた。

5年　家庭　ミシン学習支援
直線縫いや糸始末について支援補助して
いただき、ミシンの扱い方に慣れること
ができた。

5年　家庭　ミシン学習支援
個に応じた支援補助により、どの子も意
欲的に活動しエプロンを作成することが
できた。

2年　生活　町探検引率補助
学区内探検活動の引率支援により、安全
に地域学習を行うことができた。

校内マラソン大会　走路誘導・安全確保
校地の外を走るため、児童の安全確保に
協力いただき、安心して走ることができ
た。

１～6年　絵本の読み聞かせ等
（低・中・高学年ブロックごと）

読み聞かせ、手遊び等により、楽しくお話
に親しんだ。発達段階に応じた内容であ
ると尚よい。

5年　家庭　みそしるとごはん　調理実習補助
炊飯、だしの取り方について支援いただ
き、炊き上がる様子やみそ汁の作り方に
ついて理解することができた。

１，２年　生活　昔遊び支援
竹馬、缶ぽっくり等の昔遊びに親しんだ。
補助により、どの子も安心して取り組む
ことができた。

もちずり地区文化祭スクールボランティア
生徒たちが生き生きと文化祭の運営に
携わり、大変有意義であった。

もちずり地区文化祭　作品出品
美術の時間や部活動で作成してきた作品
を地域の方に発表する場となった。

もちずりブロック少年会卓球教室　講師役
優しく小学生に教えるとともに育成会の
方々からお褒めの言葉をいただき自己
有用感がもてた。

全学年15学級　避難訓練
2次避難場所(音楽堂)に移動する際の安全確認

安全確保が必要な所にボランティアの方
がおり、児童は安心して移動することが
できた。

ふくしま支援学校
高等部

２年（３学級）
清掃活動における生徒への活動支援

普段は清掃できない場所をどのように清
掃するときれいになるかを具体的に指導
していただいた。

３年（３学級）
フラワーアレンジメント

一人一人に細かな支援してくださり、生
徒たちは豊かな時間を過ごすことができ
た。

地域本部（学習センター）としての業務（連絡・調整、要望の把握、登録等）がスムーズに行われたか。

3  地域学校協働本部（学習センター）事業評価

項　　　目 評価の観点、評定：（＋）４～１（ー）

学校との連携 本事業の目的が学習センターと学校間で共通理解が図られたか。　

事業の周知 地域に本事業の趣旨が周知されたか。

統括本部の業務 統括本部（生涯学習課）の業務内容（企画・運営・助言等）は適切であったか。　

学校との連携協働 学校のニーズに応じて学校支援活動のコーディネートができたか。

地域との連携協働 地域団体等のニーズに応じて学校協働活動のコーディネートができたか。

地域本部の業務
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4  成果と課題等（○成果　　●課題　※改善策等）

〇　調理実習の補助、町探検の引率補助など新たな活動依頼が増えた。本事業について学校側の理解が深まってきたとい
える。年間を見通した活動計画を出してもらったのでコーディネートを進めやすくボランティアの方も早めに準備することが
できた。

〇　中学生が小学校へ出向いて行う朝のあいさつ運動は、昨年度より回数を増やして実施することができた。代表委員会の
児童やPTAの方が一緒に参加して行った学校もあった。

〇　ボランティアの方は、感謝の気持ちを伝えられると大変喜ばれ、次への活動意欲へ結びついている。ふくしま支援学校で
は、お礼の気持ち伝えることからボランティアの方との年賀状のやり取りにまで広がった。感謝の気持ちを伝えるよう学校
へ呼びかけることも大切だと思う。

〇　子どもたちの前での活動はできないが、トイレ清掃の協力をしたいという申し出があり、岡山小学校でトイレ清掃を行っ
てもらった。運営委員会での紹介や口コミなどで、少しずつではあるが地域の方にも活動が認知されつつある。一方的に清
掃してもらうだけではなく、今後、児童と一緒に清掃する活動に広めていってもよいのではないか。

●　ボランティアの方の高齢化が進んでいる。フラワーアレンジメント等は誰にでもできるわけではないので、別の方を探す
とか別の活動にするなど考えていく必要がある。

5  活動、支援の様子

卓球教室
（福島三中）

調理実習
（月輪小）

フラワーアレンジメント
（支援学校 高等部）

避難訓練
（支援学校 小学部）

１年生入学時支援
（岡山小）

町探検
（月輪小）
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実人数 延べ人数

1 鎌田小学校 1月28日 9 9

2 瀬上小学校
9月11日
10月2日

18 27

3 瀬上小学校

4月23日
6月3日
9月16日
9月30日

1 5

4 瀬上小学校 1月22日 1 1

5 瀬上小学校
7月10日
10月2日

1 2

6 瀬上小学校 5月19日 6 8

7 瀬上小学校

5/16.30
6/27

10/3. 17
11/7.21

160

8 余目小学校 5月10日 32 32

9 余目小学校 ５月～１１月 1 8

10 余目小学校
６月１０日
１１月１８日

4 8

11 余目小学校 ６月～３月 3 30

12 余目小学校 10月29日 0 0

町たんけん（２年　学級数１）
　・各見学場所ごとのグループ引率

複数のグループに分かれて学区内の探検
場所を訪問するため、担任だけではできな
い活動であった。保護者の方々に各グルー
プを引率していただき有意義な活動がで
きた。

図書ボランティア（３名）
　・図書館整備、読み聞かせ

図書室の環境整備、蔵書点検、などを行っ
ていただいた。昼休みに行ってくださった
読み聞かせの会（ペープサート）は、児童に
大変好評で、読書への関心を高めることに
つながった。

北信学習センター訪問（２年　学級数１）
　・学習センター見学

初めて学習センターを利用する機会となる
児童もおり、地域の公共施設を身近なもの
にする貴重な機会となった。学校から徒歩
で移動する際の安全確保が難しい。

１～３学年の各学級、朝の１０分程度の時間で、学生
が絵本の読み聞かせをしてくれた。（２人×９学級×１
０回）

読み方や前後の話し方、内容も上手になっ
て、子どもたちも楽しむことができた。

運動会（１～６年　学級数７）
  ・会場準備・片付け　　・記録写真撮影　　・審判
　・来客接待　　・各競技準備・片付け　　・駐車場整理

学校の教職員だけでは手が回らない部分
を支援していただき、大変ありがたかっ
た。

野さいを育てよう（２年　学級数１）
　・さつまいもさいばい

学区内で農業を営んでいる方に専任講師
をお願いし、栽培の指導をしていただい
た。
収穫の喜びなどを体験することができ、農
業に対する関心を深めることができた。

5学年3学級、家庭科で味噌づくり体験を行った。地
域の良さ発見したい。

学区内にある内池醸造よりより講師を招
き、実際に味噌づくり体験をした。煮あ
がった大豆を握りつぶすなど貴重な体験
ができた。
大豆を３学級分煮るのが大変。

6学年3学級、家庭科で味噌づくりの天地ガエシを見
せていただいた。

子どもたち自身が5年生の時に作った味噌
がどのようになっているかを見ることがで
きた。
味噌の発酵の状態や様子を実際に見るこ
とができた。その味噌をその場で少し味見
した。とても有意義な時間であった。

鼓笛パレードで楽器を運んでいただいた。
例年通り、とてもスムーズに楽器運搬を行
うことができた。

1学年
２学級
コマ遊びやけん玉，お手玉遊び等の昔遊びの仕方を
教えていただいた。

子ども達はボランティアの優しい指導のも
と昔遊びの仕方を学び取り，その面白さを
体感することができた。また，地域の方々
との交流を図ることができた。

2学年3学級の生活科「せの上町をたんけんしよう」
において、保護者ボランティアの方に安全を見守っ
ていただいた。

一緒に探検していただき、安全管理をして
いただいたため、安心して探検することが
できた。

3学年3学級、総合「われらアップルたんけんたい」で
リンゴ農家（保護者）のリンゴ畑を訪れた。受粉・摘
果・収穫・反射シート敷き体験などを行った。3学期に
「流通についての講話」「ジャムづくり体験」を行う予
定。

1学期に1本ずつの木を担当し、全員が作
業をすることができた。反射シートを敷く
際も、学級で2本ずつ担当したので、全員
で協力して体験することができた。
天候に左右されるので調整が難しかった。

NO 学校名 実施月日 実施内容（学年・学級数・支援内容等）
ボランティア

成果・課題等

令和７年度 地域学校協働本部事業実施報告書（兼）事業評価
№8    北信学習センター

対象校 鎌田小学校　瀬上小学校　余目小学校　矢野目小学校　北信中学校

１  学校でコーディネートし、実施した地域学校協働活動
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13 余目小学校 12月19日 1 1

14 余目小学校 2月20日

15 矢野目小学校

５月９日
６月１２日
８月２８日
９月２５日
１２月２日

1 5

16 矢野目小学校 5月22日 1 1

17 矢野目小学校
６月２６日
９月１２日

3 4

18 矢野目小学校 1月29日 6 6

19 ５校
６月～11月、３
月の15日前後

140

実人数 延べ人数

1 瀬上小学校 月1回程度 48

2 瀬上小学校 7月29日 90

3 余目小学校 6月23日 22 22

交通安全母の会の方、学習センターの方、地域の方、
北信中学校の生徒のみなさん、瀬上小児童会の子ど
もたちと朝30分程度あいさつ運動を行った。

校内であいさつする児童が増えた。また、
中学生をお手本にして頑張ろうとする高学
年の姿が見られた。
教員の勤務時間前なので、勤務時間の調
整・変更が必要。

北信地区地域学校協働本部事業の一環で、地域一斉
クリーン活動を行った。小学生、中学生、保護者の
方々、母の会や防犯協会、PTAの方々など、たくさん
の方に参加していただいた。

活動を通して「きれいな街にしたい」という
気持ちをはぐくむことができた。
集合時間を早めたことで、早めに解散でき
た。暑い日の活動だったので、熱中症対策
の観点からもよかった。
早朝でも暑いので、時期の検討が必要。

地域交流活動（１～６年　学級数７）
　・ニュースポーツ体験

余目長寿会の方々にご指導いただき、学年
ごとにニュースポーツを体験させていただ
いた。学年ごとに種目を固定していただ
き、昨年度とは違う内容での活動に意欲も
高まった。

朝のあいさつ運動（年７回）

児童の安全確保と、あいさつ運動をしてい
ただいた。児童・生徒のあいさつに対する
意識の向上が見られた。
地域の一般の方への参加呼びかけは難し
い。

２  地域本部（学習センター）のコーディネートにより実施した地域学校協働活動

NO 学校名 実施月日 実施内容（学年・学級数・支援内容等）
ボランティア

成果・課題等

田植え体験・米作りについて

田植え体験により，米づくりへの興味が高
まり，米づくりを行う農家の人々の思いや
苦労について考えることができた。
田植え体験を受け入れてもらえる方を探し
て，来年度の計画を立てる必要がある。ま
たは，バケツ稲での対応も考えられる。

矢野目地区の史跡巡り（東部・西部）

地域にある史跡，神社の歴史を説明してい
ただくことができて，興味をもって調べ学
習につなげることができた。
集会所を休憩，トイレ使用として開けてい
ただけて助かった。

昔遊び（１年生・生活科）
おはじき・けん玉・こま・あやとり等，昔遊び
を教えてもらい，楽しく遊ぶことができた。

楽しく作ろう(特支１　学級数１）
　・ペーパークラフト教室

保護者の方を講師に、ダンボールで動物を
作る活動を行っていただいた。３名中２名
欠席。人数が少ない学級なので、欠席が重
なってしまい残念であった。

ゲートボール名人に教えてもらおう(1～６年　学級数７）
　・ゲートボール名人にゲートボールのやり方を教えていた
だく。

りんごの受粉・摘果作業の観察・収穫（３年生　２学
級）

りんごの成長を８ヶ月にわたって調べ学習
を行うことができた。農家の人    との関わ
りを通して，果物を作る大変さと 生産者の
りんごへの思いを学ぶことができた。ま
た，社会科 とも関連付けて学習することが
できた。
ＪＡからの協働事業で，りんごの花が咲いて
いる時からスタ－トしたいので，学校への
連絡をもう少し早めにお願いできないか。
また，講師の農家の方が高年齢なので次年
度も継続してやってもらえるか不安が残
る。
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4 余目小学校 １０～１１月 5 16

5 矢野目小学校 ４月～３月 4 80

6 矢野目小学校 7月2日 3 3

7 矢野目小学校 １０月～１１月 ３～4 43

8 矢野目小学校 11月19日 1 1

9 ５校 7月29日 200

評定

Ｑ1 4

Ｑ２ 3

Ｑ３ 4

Ｑ４ 4

Ｑ５ 4

Ｑ６ 4統括本部の業務 統括本部（生涯学習課）の業務内容（企画・運営・助言等）は適切であったか。　

4  成果と課題等（○成果　　●課題　※改善策等）

〇学校からの要請に応じてボランティアを募り、学校と連携をとりながら支援を進めてきた。矢野目小学校での茶道体
験教室やリースづくりについては、クラブ活動の一環として年間計画にも位置づけられていたので、講師の先生の手配
や事前の打合せなど余裕をもって行うことができた。また、ボランティア（マロニエの会）のサポートルーム（保健室登校
等児童の居場所作り）への支援により、毎週楽しみに登校する児童が増えた。
　
〇余目小学校と矢野目小学校へのミシン学習補助は、１０月・１１月に集中し、５・６年生対象ということで、ボランティア
（マロニエの会）の方々に負担をかけてしまったが、できる範囲で可能な限り対応してくださった。鎌田小学校１年生の
昔遊びでは、地域代表委員の呼びかけに８人のボランティアの方が集まり、盛大に実施することができた。
　
〇地域代表委員（５名）の方に、北信地区５校の体験活動をそれぞれ１回程度視察していただき、各校の校長先生方も
出席する年２回の本部会議において、北信地域学校協働事業に対して貴重なご意見をいただいた。
　
〇学習センターで主催する文化まつりでは、各小中学生の作品展示だけでなく、音楽祭・芸能祭に北信中学生の合唱
部、吹奏楽部、演劇部に参加してもらったり、家庭部に模擬店の手伝いをしてもらったりした。学校と地域の交流や、中
学生の地域貢献へと結びつけることができた。
　
●学校側とボランティアの間で短時間でも事前の打合せができるようにしたい。また、終わってからボランティアの
方々へ、子どもたちからお礼を言ってもらえる時間を確保したい。今年度同様、北信地区のボランティアリストを年度
初めに各学校へ配付するようにしたい。

学校との連携協働 学校のニーズに応じて学校支援活動のコーディネートができたか。

地域との連携協働 地域団体等のニーズに応じて学校協働活動のコーディネートができたか。

地域本部の業務 地域本部（学習センター）としての業務（連絡・調整、要望の把握、登録等）がスムーズに行われたか。

3  地域学校協働本部（学習センター）事業評価

項　　　目 評価の観点、評定：（＋）４～１（ー）

学校との連携 本事業の目的が学習センターと学校間で共通理解が図られたか。　

事業の周知 地域に本事業の趣旨が周知されたか。

家庭科（５年生２学級・６年生３学級　ミシンでの裁縫
学習）

制作する物や作業の状況に合わせて一緒
に行ってもらい、全員が仕上げることがで
きた。

リ－ス作り（４～６年生・クラブ活動）
自分でリ－スを作ることができ，楽しく活
動することができた。

地域一斉クリーン活動

小学生、中学生、小中教員、地域の方々が
一緒に、各小学校区のゴミ拾い活動を行っ
た。地域の美化と、地域・学校の交流がで
きた。
夏季休業中でとても暑く、実施時期や方法
など検討が必要である。

ミシンボランティア（５・６年　学級数２）
　・家庭科ミシン学習の個別指導

とても細やかにご指導くださり、担任一人
では難しい学習を、大変スムーズに進める
ことができた。他にも教育活動の充実につ
ながるような団体などがあれば活用を検
討したい。

サポ－トル－ムの支援（集団生活につまずきをもつ
児童への支援）

サポ－トル－ムで過ごすことを目的に登校
できる児童が増加した。

茶道体験（４～６年生・クラブ活動）
茶道体験を体験することができ，楽しく活
動することができた。
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5  活動、支援の様子

　　　　　　 　　　　　　　　　

むかしあそび（鎌田小）味噌づくり視察（瀬上小）

地域交流活動（余目小） 茶道体験教室（矢野目小）

（余目小学校） クリーン活動 （矢野目小学校）

（鎌田小学校） 朝のあいさつ運動 （瀬上小学校）
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実人数 延べ人数

1 吉井田小学校 9月4日 3 3

2 吉井田小学校 12月10日 2 2

実人数 延べ人数

1 吉井田小学校 6/3.4.6 9 13

2 吉井田小学校
7/1.3.4.8.

10.11
9 17

3
吉井田・清明小学校

岳陽中学校
10月28日 3 3

4 吉井田小学校
11/18.19.20

.
21.26.28

11 27

5 吉井田小学校 11月18日 4 4

6 附属特別支援学校 11月20日 0 0

7 吉井田小学校 11月21日 0 0

8
吉井田・清明小学校

岳陽中学校
12月10日 3 3

9 附属特別支援学校 12月17日 0 0

10 吉井田小学校 1月15日 3 3

評定

Ｑ1 4

Ｑ２ 4

Ｑ３ 4

Ｑ４ 4

Ｑ５ 4

Ｑ６ 4

令和７年度 地域学校協働本部事業実施報告書（兼）事業評価

家庭科授業・ミシン操作の補助
（５年生３学級・エプロンの制作）

児童は、ミシンを扱う初めての学習で
あったが、操作の補助を受けることに
より、上手にエプロンを仕上げることが
できた。

生活科授業・つるし雛の制作
（２年生３学級・つるし雛の説明と制作指導）

児童は、簡単なつるし雛作り体験を通し
て、楽しくつるし雛への理解を深めるこ
とができた。

家庭科授業・針と糸を使った裁縫の基礎学習
の補助
（５年生３学級・玉結びや玉どめ）

児童は、裁縫の基礎である玉結びや玉
どめなどの補助を受けることにより、技
能を身に付けることができた。

家庭科授業・ミシン操作の補助
（６年生３学級・トートバックの制作）

実施内容（学年・学級数・支援内容等）
ボランティア

中学２年生が出身小学校で朝のあいさつ運動
児童は、中学生や地域の方に対して、元
気なあいさつをすることができた。

NO 学校名 実施月日 実施内容（学年・学級数・支援内容等）
ボランティア

成果・課題等

地域に本事業の趣旨が周知されたか。

児童は、館内見学や図書の貸し出し等
を通して、学習センターの理解を深める
ことができた。

中学１年生が出身小学校で朝のあいさつ運動

総合的な学習の時間・土湯こけしを知ろう
（4年生3学級・土湯こけしの説明と絵付け体
験補助）

対象校 吉井田小学校　　福大附属特別支援学校

１  学校でコーディネート（対応）し、実施した学校支援活動・地域学校協働活動

２  地域本部（学習センター）のコーディネートにより、実施した学校支援活動・地域学校協働活動

NO

項　　　目 評価の観点、評定：（＋）４～１（ー）

学校との連携

成果・課題等

児童は、ボランティアの補助を受けて、
意欲的に調査活動に取り組むことがで
きた。

児童は、絵付け体験を通して、土湯こけ
しに対する理解を深めることができた。

学校名 実施月日

総合的な学習の時間・荒川の水質調査及び
生物調査
（5年生3学級・水質調査及び生物調査の補
助）

地域団体等のニーズに応じて学校協働活動のコーディネートができたか。

地域本部の業務

3  地域学校協働本部（学習センター）事業評価

児童は、ミシン操作の補助を受けること
により、上手にトートバッグを仕上げる
ことができた。

ボランティア清掃活動
（高等部の学生による職業訓練を兼ねた活
動）

学校で訓練していた作業を公共の場所
で実際に実施する職業体験ができた。

総合的な学習の時間・和太鼓の実演と体験指
導
（４年生３学級・和太鼓の演奏体験指導）

児童は、方木田稲荷太鼓への理解を深
めるとともに、楽器演奏の楽しさを味
わうことができた。

学習センター見学
（２年生３学級・図書室を含む館内見学及び
学習センターの説明・少年教室の活動の紹
介・図書の貸出）

地域本部（学習センター）としての業務（連絡・調整、要望の把握、登録等）がスムーズに行われたか。

   吉井田学習センター№9

本事業の目的が学習センターと学校間で共通理解が図られたか。　

事業の周知

統括本部（生涯学習課）の業務内容（企画・運営・助言等）は適切であったか。　

学校との連携協働 学校のニーズに応じて学校支援活動のコーディネートができたか。

地域との連携協働

統括本部の業務

児童は、中学生や地域の方に対して、元
気なあいさつをすることができた。

学習センター見学
（小学部２年生・図書室利用・図書の貸出）

身近にある施設を利用し、施設で働く
人たちと触れ合う体験ができた。
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4  成果と課題等（○成果　　●課題　※改善策等）
〇　学校からの要望に柔軟に対応し、学校やボランティアの方との連絡調整を密にしながら地域人材のマッチングを図ることができた。

〇　児童から学習センターを通してボランティアの方へ感謝の手紙が寄せられ、ボランティアの方々にとっては参加協力をしていることへの大

きな励みとなっている。

○　ボランティア登録者が増えたことにより、特に、家庭科のミシンを使った授業で多くの参加協力を得ることができ、担任一人では指導が難

しい場面でも、児童一人一人に対する細やかな支援ができるようになった。

●　学校側で支援協力の必要性があっても、事業予定を組むために連絡調整が必要となり、気軽に計画しづらい場面もある。

※　必要に応じた対応が柔軟にできるように、学校やボランティアの方との連絡調整を密にしていく。

5  活動、支援の様子

11月　学習センター見学（2年生） 1月　つるし雛（2年生）

７月　ミシンボランティア（６年生）６月　家庭科ボランティア（５年生）

11月　ミシンボランティア（5年生） 1１月　総合的な学習の時間「和太鼓」（4年生）
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ᶱ ᶮᵥᵲᶇᵫᶆᵬᵾᴳ

ֺשּ ᴴ ֨ᵆ ᵬ ᵇᶊᵩᵰᶪ
ᶄᵮᶩᶍ ⱱ֪

ᵿᵰᶆᶎ ᵸᶪᵲᶇᵫ ᵶᵣᵆ ᵬᶡᶍᵇᶍ ᶱ ᵴᵺᶪᵲᶇᵫᶆᵬ
ᵾᴳ

ᶔᶪᵴᶇ ֩ ֫ ᴴ ֨ ♥
ᶊᶃᵣᶅ ᶕḝᶸᴻḳḑḷᴻ᷄ᶍ ⱱ֪

╓ᶍ ᶍ ᶱᵣᵾᵿᵬᶉᵫᶨᴲ ♥ ᶊᶃᵣᶅ ᶕḝᶸᴻḳḑḷᴻ᷄
ᶱ ᵶᴲ ᵸᶪᵲᶇᵫᶆᵬᵾᴳᶔᶪᵴᶇ ᶍ ᶱ ᶕ ᵣ ᶇᶉᶂ
ᵾᴳ

ᶩ֩ ᴴ ᴴ ֨ ᵧᴲᵪᵪᵶ ᶩᴲ
╛ ᶩᶊᶃᵣᶅᶍ ᶍ ⱱ֪

ᶩᶍ ᶣ ᶘ ᶱ ᵶᶅᴲ ╓ᶍ ᶇ ᶮᶩᶉᵫᶨᶔᶪᵴᶇ ᶍ
ᶊᶃᵣᶅ ᶏᵺᶪᵲᶇᵫᶆᵬᵾᴳ

֩ ᴴ ֨ ᶃᵬᶣ ᶍḤ
ḱḻḎᶸᶷ֪

֫ ᵫ ᶩ ᶱᵶᶅ ᶂᵾᶡᶀ ᶱ ᶂᶅ ᶃᵬᶱᵶᶅ ᵸᶪᵲᶇᶆᴲ
ᶩ ᵪᶨᶃᶉᵱᶅ ᶒᶱ ᶠᶪᵲᶇᵫᶆᵬᵾᴳᶝᵾᴲ ╓ᶍ ᶱ ᵸᶪᵲ

ᶇᶆᴲᶔᶪᵴᶇ ᶗᶍ₲ ᶱ╔ᶅᶪ ᶱ ᶪᵲᶇᵫᶆᵬᵾᴳ
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